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教 員 業 績 目 録
―2017年１月～12月―
看護病態学専門領域
〔原 著〕
＜2017年１月～３月＞
1． 大滝千智，石井邦子，麻生智子，日下和代，岡田忍：更年期女性における口腔の健康とQOLおよび口
腔保健行動に関連した要因．千葉県立保健医療大学紀要 8（1），19„25，2017．
〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
2． Khudazi Aulawi, Shinobu Okada: Influence of Frequency of Biocide Use and Nurses’Knowledge
about Disinfection on Isolation of Pseudomonas aeruginosa with Less Susceptibility to Biocides. 20th
EAFONS, Hong Kong,
3． 小川俊子，西尾淳子，岡田忍：緑膿菌臨床分離株に対する食用油の増殖抑制効果の実験的検討 口腔
ケアに食用油を用いる細菌学的効果の可能性の検証．日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 32回，
282，2017．
＜2017年４～12月＞
4． 岡田忍，早坂美祐，小川俊子，西尾淳子，山元ひろみ，青山史絵，宮澤清，谷戸克己，永野みどり：
オムツ使用者の陰部洗浄におけるノンリンスタイプ洗浄剤と泡状洗浄剤使用の影響．日本創傷・オス
トミー・失禁管理学会誌，21（2），222，2017．
5． 小川俊子，西尾淳子：食用油の塗布による口腔粘膜の短時間保湿効果・血流改善効果の評価および味
覚調査．日本老年歯科医学会総会・学術大会プログラム・抄録集 28回，237，2017．
6． 原真澄*，小川俊子，西尾淳子，伊藤眞知子，岡田忍：OHATを用いた介護老人保健施設における口
腔ケア困難者と非困難者の口腔衛生状態の評価．日本老年歯科医学会総会・学術大会プログラム・抄
録集28回，193，2017．
7． 原真澄*，岡田忍：高齢者における口腔アセスメントOHAT．千葉看第23回学術集会集録，58，2017
8． 原真澄*，岡田忍，西尾淳子：介護老人保健施設で看護職・介護職により口腔ケアを提供する上で対
象者に必要なケアと専門職連携．第37回日看科会学術集会講演集，2017．
*2017年３月博士前期課程修了
〔単行書〕
＜2017年１月～３月＞
8． 岡田忍，佐伯由香：疾病の成立と回復促進．放送大学教育振興会，2017
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜2017年１月～３月＞
9． 石橋みゆき，眞嶋朋子，岡田忍，小宮山政敏，坂上明子，石丸美奈，仲井あや，能川琴子，小澤治美，
島村敦子：千葉大学看護学部カリキュラム改正のプロセス 教育目標の再構成と卒業時到達目標の設
定．千大看紀要39，43„49，2017．
＜2017年４月～12月＞
10．岡田忍，西尾淳子，森恵美，石井邦子，日下和代，麻生智子，大滝千智，伊藤眞知子，新居直美：福
祉の現場から 歯科専門職との連携による更年期女性と在宅高齢者の口腔ケアの質の向上に関する研
究（第２報）訪問看護ステーションにおける口腔ケアの現状，訪問看護利用者の口腔の状態．地域ケ
アリング，19（8），90„94，2017．
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〔研究状況〕
看護病態学では，長期療養型施設や在宅での感染防止，現在は特に高齢者に対する口腔ケアを中心に研
究を進めている．また，国際プログラムの留学生の研究を通して留学生の母国であるインドネシア，ジン
バブエのインフェクションコントロールに関する研究も実施しており，学会発表を行っている（2）．
口腔ケアに関しては，千葉県立保健医療大学の大滝・石井らと共同で行った更年期女性の口腔の変化と
その関連要因，口腔衛生に関する保健行動に及ぼす要因について原著としてまとめ（1），口腔ケアにおけ
る食用油の有用性に関する基礎的な研究（3，5），訪問看護ステーションにおける口腔ケアと訪問看護利
用者の口腔の状態（10）について，学術集会での発表や雑誌への掲載を行った．次年度は，訪問看護ステー
ションを対象に行った口腔ケア研修の成果をまとめるとともに，高齢者施設で食用油を使用した口腔ケア
に関する介入研究や更年期女性の歯周病菌と口腔保健行動の関連に関する研究を進めていく計画である．
また，博士前期課程修了生の原は修士論文で行った介護老人施設入所者の口腔衛生状態の評価と看護・介
護職の口腔ケアに関する歯科専門職との連携に関して学会発表を行った（6，7，8）．
この他，オムツ使用者の陰部洗浄における洗浄剤を用いた陰部洗浄の効果についてユニ・チャームと実
施した共同研究について学会で発表した．岡田は放送大学の疾病の成立と回復促進の主任講師として印刷
教材を執筆した．
小児看護学専門領域
〔原 著〕
＜2017年４月～12月＞
1． AyaNakazuru, Naho Sato, Nobue Nakamura: Stress and coping in Japanese mothers whose infants re-
quired congenital heart disease surgery. International Journal of Nursing Practice, 2017. DOI: 10.
1111/ijn. 12550
2． Katsuhiro Hiratsuka, Nobue Nakamura and Naho Sato: Maternal coping with the prospect of liver
transplant among their school„age children. International Journal of Nursing Practice, 2017. DOI: 10.
1111/ijn. 12544
〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
3． Tomo Kanamaru, Mie Mochizuki, Nobue Nakamura, Naho Sato, Aya Nakai: Support provided by, and
needed for, family members of mothers with mental health conditions raising young children. 20th
EAFONS Abstract Book, 85, 2017.
4． Katsuhiro Hiratsuka, Nobue Nakamura, Naho Sato: What is Uncertainty in living„donor transplant set-
ting? A review of the literature. 20th EAFONS Abstract Book, 65, 2017.
5． 仲井あや，中村伸枝，橋本理恵，川村美穂子：早産児の保育コットへ移床する時期における親子の相
互作用の特徴と両親間の共有～家族の文化の中で成長する過程を重視した発達支援に向けて～．文化
看護学会第９回学術集会抄録集，2017．
6． AyaNakai, Nobue Nakamura: The progression of parent„infant interactions and the parental percep-
tions toward their preterm infants’behaviors at 33 to 35 week corrected age; A longitudinal descrip-
tive study. 12th annual NANN Research Summit, Scottsdale, USA, 2017.
＜2017年４月～12月＞
7． Kaori Nishigaki, RieWakimizu, Hiroshi Fujioka, Chieko Numaguchi, Naho Sato, Akemi Matsuzawa,
Naoko Iwata, Miyuki Kishino, Keiko Yamaguchi, Mikiko Sasaki: Factors Related to the Use of Social
Services for Children with Severe Motor and Intellectual Disabilities Living at Home in Japan. 13th In-
ternational Family Nursing Conference, Pamplona, Spain, 2017.
8． 沼口知恵子，加藤令子，小室佳文，勝田仁美，佐藤奈保，原朱美：肢体不自由のある子どもの災害へ
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の備え－成人期にある当事者の認識調査より－．第64回日本小児保健協会学術集会講演集，大阪，
2017．
9． 西垣佳織，涌水理恵，藤岡寛，沼口知恵子，佐藤奈保，松澤明美，山口慶子，佐々木実輝子：在宅重
症心身障がい児の主な家族介護者の社会資源活用に関連する認識の探索，第64回日本小児保健協会学
術集会講演集，大阪，2017．
10．平塚克洋，中村伸枝，佐藤奈保：自己肝生存胆道閉鎖症患者とその親が思春期に経験する不確かさと
生活の在り方 ―３ケースの分析からの報告―．日本小児看護学会第27回学術集会講演集，140，
2017．
11．太田潤*，中村伸枝，佐藤奈保：冠動脈病変を有する川崎病の学童後期以上の子どもの病気の認識と
療養生活の実際．日本小児看護学会第27回学術集会講演集，119，2017．
*2017年３月博士前期課程修了
12．下屋聡平，中村伸枝，佐藤奈保：出生後より予後不良の状態にある乳児の親と関わる看護師の体験．
日本小児看護学会第27回学術集会講演集，136，2017．
13．佐々木実輝子，涌水理恵，山口慶子，藤岡寛，沼口知恵子，西垣佳織，佐藤奈保，松澤明美，岸野美
由紀：在宅重症児の養育者間の介護負担感・QOL・家族機能の関連．日本小児看護学会第27回学術集
会講演集，105，2017．
14．山口慶子，涌水理恵 ，佐々木実輝子，藤岡寛，沼口知恵子，西垣佳織，佐藤奈保，松澤明美，岸野美
由紀：在宅生活を送る重症心身障害児の主介護者と副介護者の介護負担感の関連要因の比較 －家族機
能を踏まえた支援の方向性の検討－．日本小児看護学会第27回学術集会講演集，104，2017．
15．勝田仁美，原朱美，加藤令子，沼口知恵子，佐藤奈保，小室佳文:医療的ケアが必要な子どもが災害に
備えるための支援構築に向けた現状と課題．日本小児看護学会第27回学術集会講演集，295，2017．
16．原朱美，加藤令子，勝田仁美，沼口知恵子，佐藤奈保，小室佳文:医療的ケアが必要な子どもが災害に
備えるための支援構築に向けた現状と課題－医療的ケアを必要とする子どもの保護者を対象に－．日
本災害看護学会第19回年次大会講演集，120，2017．
17．下屋聡平，中村伸枝，佐藤奈保：出生後より予後不良の状態にある乳児の親と関わる看護師の体験－
看護師属性の違いに焦点を当てて－．日本家族看護学会第24回学術集会抄録集，87，2017．
18．馬内澪，金丸友，中村伸枝：泌尿器疾患手術後においてカテーテル管理を必要とする乳幼児の粗大運
動に影響する要因と家族による患児の移動や遊びのお援助やそれに対する思い．千葉看第23回学術集
会講演集，49，2017．
19．仲井あや，中村伸枝：早産児の修正33週から35週における‘子どもの成長’に関する親の捉え方．千
葉看第23回学術集会講演集，50，2017．
20．中村伸枝，金丸友，仲井あや，谷洋江，出野慶子，薬師神裕子：１型糖尿病をもつ小児・思春期の糖
尿病セルフケア測定用具の改訂版作成と概念モデルの検証．日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録
集，133，2017．
21．河上智香，出野慶子，高山充，天野里奈，中村伸枝，金丸友：１型糖尿病をもつ小学生が抱える病気
の思いと発達課題に応じた援助の探求．日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集，131，2017．
22．出野慶子，高山充，河上智香，天野里奈，中村伸枝，金丸友：インスリンポンプを使用している子ど
もの学校生活状況．日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集，170，2017．
23．Tomoko Komagata, Naho Sato Akiko Sakajo, Mami Takahashi, Yutaka Iwasaki and Aiko
Yamamoto:Rearing children in revival period after the catastrophic disaster: mother's 6 years in ear-
thquake and tsunami affected area, Japan. Proceedings of the International Nursing Research Confer-
ence 2017, 578, 2017.
24．Reiko Kato, Hitomi Katsuda, Chieko Numaguchi, Akemi Hara, Naho Sato and Kafumi Komuro: The
Necessity for Increased Capability to Prepare for Natural Disasters by Students Requiring Medical
Care. Proceedings of the International Nursing Research Conference 2017, 312, 2017.
25．中村伸枝，出野慶子，金丸友，仲井あや，谷洋江，薬師神裕子，髙橋弥生：１型糖尿病をもつ小学校
低学年以下の子どもの糖尿病セルフケアに向けた親の関わり質問紙の検討．第23回日本小児・思春期
糖尿病研究会年次学術集会プログラム抄録集，19，2017．
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26．仲井あや：早産児の修正33週から35週における‘子どもの行動’に関する親の捉え方．第27回日本新
生児看護学会学術集会講演集，175，2017．
27．佐藤奈保，加藤令子，沼口知恵子，原朱美，小室佳文，勝田仁美: 視覚障がいのある子どもと「災害
への備え」－生徒・親・教員へのインタビュー調査より－．日本学校保健学会第64回学術集会講演集，
217，2017．
28．小室佳文，加藤令子，沼口知恵子，原朱美，佐藤奈保，勝田仁美:聴覚障がいのある中学生の災害への
備えに対する生徒・母親・教員の認識―２事例へのインタビュー調査より―．日本学校保健学会第64
回学術集会講演集，217，2017．
29．Sohei Shitaya, Nobue Nakamura, Naho Sato: Differences in the care provided by nurses for parents of
infants in life„threatening conditions since birth －In decision„making regarding the child's medical
care and daily life at hospitals. 3rd Asian Pacific Pediatric Nursing Conference, Bangkok, Thailand,
2017.
30．松澤明美，涌水理恵，藤岡寛，西垣佳織，沼口知恵子，佐藤奈保，山口慶子，佐々木実輝子: 学齢期
の障害のある子どもを育てる母親の就労とその関連要因．第37回日本看護科学学会学術集会，仙台，
2017．
31．Naohiro Hohashi, Junko Honda, Naho Sato, Satoshi Takatani, Kazuko Ishigaki and Sayumi Nojima:
The current status and challenges to family nursing education, research and international exchange in
Asia. 7th Hong Kong International Nursing Forum, Hong Kong, China, 2017.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜2017年１月～３月＞
32．中村伸枝，金丸友，仲井あや，谷洋江，井出薫，出野慶子，髙橋弥生，内海加奈子：インスリンポン
プ療法を経験した小児・青年の療養生活と課題：インスリンポンプ療法群とインスリンポンプ療法中
止群の比較から．日本糖尿病教育・看護学会誌，21（1），11„18，2017．DOI:http://dx.doi.org/
10.11477/mf.7002200078
33．中村伸枝，金丸友，仲井あや，谷洋江，出野慶子，髙橋弥生：インスリンポンプ療養を行う1型糖尿
病小児・青年の皮膚トラブルの頻度と要因．千大看紀要，39，65„69，2017．
34．平塚克洋，中村伸枝，佐藤奈保：胆道閉鎖症をもつ思春期前期患児における療養行動の意味づけ．日
本小児看護学会誌，26，91„96，2017．DOI: https://doi.org/10.20625/jschn.26_91
＜2017年４月～12月＞
35．中水流彩：先天性心疾患手術を受ける乳幼児の母親の心理的準備と準備行動のプロセス．小児保健研
究，76（3），272„277，2017．
36．平塚克洋，中村伸枝，佐藤奈保：胆道閉鎖症患者のトランジションに関する文献検討．小児保健研究，
76（2），186„193，2017．
37．中村伸枝：在宅自己注射を行う子どもと家族への支援．第１回千葉看護師セミナー特別講演，千葉市，
2017．
38．佐藤奈保（編集）：特集てんかんをもつ子どもと家族への支援．小児看護, 40（7）, 2017．
39．Naho Sato, Naohiro Hohashi, Satoshi Takatani, Junko Honda: 2015 Survey on Family Nursing Educa-
tion and Research in Asian Countries: Prospects for Network Construction of Family Nursing Research
institutes in Asia. Japanese Journal of Research in Family Nursing, 23 (1), 97„101, 2017.
〔研究状況〕
平成29年３月に金丸助教が転出し，平成29年４月に下屋助教が着任した．また，仲井は博士論文「早産
児の修正33週から35週における自己調整機能の成熟を支える発達支援枠組みの作成―親子の相互作用過程
と早産児のストレス„対処の過程から見た視点の統合―」を千葉大学に提出し，学位を得た（千葉大院看
博乙第18号）．
本専門領域では，疾患や障害をもつ子どもと家族についての研究を継続して行っている．本年度も博士
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前期課程修了生，博士後期課程在学生による論文公表ならびに国内外での学会発表が活発に行われた（1，
2，4，6，10，11，34，35，36，38，39）．
中村は，平成28～30年度科研費（基盤研究（C））「小児・思春期における糖尿病セルフケアの看護指針・
評価指標の作成」を継続し，１型糖尿病をもつ小児・思春期の糖尿病セルフケア測定用具改定版を用いて
概念モデルを検証し，成果を発信（20）した．また，小学校低学年以下の子どもの糖尿病セルフケアに向
けた親の関わり質問紙を開発し（25），信頼性妥当性の検証を行うと共に，インスリンポンプ療法の皮膚
障害に関する研究を継続している（33）．
佐藤は平成27～31年度科研費基盤研究（B）「障害のある子どもが自然災害に備えセルフケア能力を高め
るための支援構築」（研究代表者：加藤令子）の成果発表（8，15，16，24，27，28）を行い，ツール開
発に向けたデータ分析に取り組んだ．また，平成27～29年度科研費挑戦的萌芽研究「在宅重症心身障害児
の家族エンパワメントに焦点を当てたケアモデルの検証」（研究代表者：涌水理恵）の成果発表（7，9，
13，14，31），陸前高田市における震災支援活動の継続と報告（23），所属学会における委員会活動報告
（31，39）を行った．
仲井は，平成26～29年度科研費（若手研究B）を継続し，「早産児の親とともに行う生後早期の発達支援
の展開と評価・支援モデルの考案」における成果発表を行った（5，19，26）．
下屋は，修士論文の内容について国内外で成果発表を行うとともに，論文公表に向け取り組んだ（12，
17，29）．
成人看護学専門領域
〔原 著〕
＜2017年４月～12月＞
1． 大塚知子，大野稔子，眞嶋朋子：子宮頸部前がん病変と診断された女子の受診経過における体験．日
本がん看護学会誌，31巻，21„30，2017．
〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
2． 高取充祥*，眞嶋朋子，山内英樹：循環器疾患患者の終末期をむかえた患者・家族への意思決定支援
を考える 終末期意思決定支援 救急搬送された患者の蘇生処置に立ち会うことまたは立ち会わない
ことを選択した家族の体験から．日本循環器看護学会誌，12（2），8„9，2017
*2016年３月博士前期課程修了
3． 渡邉美和，長坂育代，眞嶋朋子，佐藤奈保，菅野久美，佐藤仁美，増島麻里子：がんとともに生きる
親とその子どもへの看護支援．第31回日本がん看護学会学術講演集，273，2017．
4． 河内美和*，若杉歩，眞嶋朋子：転移・再発乳がん女性患者の薬剤選択に関する思い．第31回日本が
ん看護学会学術講演集，155，2017．
*2016年３月博士前期課程修了
5． 田邉亜純*，佐藤さやか，増島麻里子：がん患者の在宅療養移行期を支える就労中の家族員の体験．
第31回日本がん看護学会学術集会講演集，226，2017．
*2016年３月博士前期課程修了
6． 土屋雅子，森美紀，高橋都，増島麻里子：地域におけるリンパ浮腫予防サービス展開の可能性：行政
保健師を対象とした意識調査．第31回日本がん看護学会学術集会講演集，295，2017．
7． 熊谷靖代，鏡朋子，増島麻里子，高橋由美子，大前敦子:診療報酬を算定しよう！リンパ浮腫ケア活動
の拡大（交流集会）．第31回日本がん看護学会学術集会講演集，303，2017．
8． 秋田新介，緒方英，真鍋一郎，山路佳久，三川信之，奥朋子，下村義弘，増島麻里子：悪性腫瘍fol-
low„up用のCT画像を用いた受診いらずのリンパ浮腫スクリーニング，26，第１回日本リンパ浮腫学
会総会抄録集，26，2017．
9． 戸谷里歩，渡邉美和，眞嶋朋子，楠潤子，増島麻里子：外国人患者に食事指導をする看護師の困難と
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文化的配慮に基づく看護実践．千葉看第23回学術集会講演集，48，2017．
＜2017年４月～12月＞
10．阿部恭子，井関千裕，鈴木正人，国府浩子，荒堀有子，大野朋加，金澤麻衣子，武石優子：乳がん看
護の知識の習得と臨床実践の拡大を目指す教育プログラムの効果に関する研究（第４報）．第25回日
本乳癌学会総会プログラム抄録集，268，2017．
11．井関千裕，阿部恭子，中山貴寛，荒堀有子，大川恵，金澤麻衣子，戸畑利香，藤井千賀：再発・転移
乳がんの治療と看護に関するWebによる教育プログラムの開発（第１報）．第25回日本乳癌学会総会
プログラム抄録集，273，2017．
12．阿部恭子：実践報告の抄録の書き方と発表のコツ．日本乳がん看護研究会誌，13巻，24，2017．
13．櫻井智穂子，和泉成子，谷本真理子，増島麻里子，小幡賢一：米国版アドバンス・ケア・プランニン
グ（ACP）インタビューに対する非がん慢性疾患高齢患者の受けとめと実用に向けた課題．第22回日
本緩和医療学会学術大会抄録集，S542，2017．
14．関屋晨，下村義弘，奥朋子，増島麻里子，秋田新介：リンパ浮腫ケアにおける周径計測のための精度
向上方法の開発とその評価．日本生理人類学会第75回大会概要集，76，2017．
15．増島麻里子：シンポジウム「デザインと生理人類学」S３終末期の生き方を支えるケア開発．日本生
理人類学会第75回大会概要集，29，2017．
16．秋田新介，山路佳久，窪田吉孝，奥朋子，三階貴史，増島麻里子，三川信之：リンパ浮腫治療介入時
期，方法と治療効果の検討．第２回日本リンパ浮腫治療学会学術総会講演集，大阪，2017．
17．土屋雅子，増島麻里子，森美紀，高橋都：がん専門病院における術後がん患者のリンパ浮腫発現予防
に対する継続的支援ニーズ：地域ケアへの拡大，第37回日看科会学術集会講演集，仙台，2017．
18．菅原久純，雨宮歩，加瀬竜太郎，田中裕二，増島麻里子，酒井郁子，小宮山政敏：異なる睡眠段階で
行う体位変換がその後の睡眠に与える影響の予備的検討．第５回看護理工学会学術集会講演集，77，
2017．
19．佐野元洋，眞嶋朋子：２年以上再入院せず経過した高齢心不全患者のセルフマネジメントの過程．第
14回日本循環器看護学会学術集会 プログラム・抄録集，85，2017
20．Chihiro ISEKI, Kyoko ABE Yuko ARAHORI, Yuri ITO, Megumi OOKAWA, Miho KASATANI,
Maiko KANAZAWA, Rika TOBATA, Keisuke FUKUI, Chika FUJII, Takahiro NAKAYAMA: Effec-
tiveness of education program of WEBINAR focusing on treatment and nursing for metastatic breast
cancer patients (MBC). The 40th Annual CTRC„AACR San Antonio Breast Cancer symposium, 100,
2017.
21．Miyako Tsuchiya, Mariko Masujima, Tomoyasu Kato, Shunichi Ikeda, Chikako Shimizu, Takayuki
Kinoshita, Sho Shiino, Makiko Suzuki, Miki Mori, Miyako Takahashi: Knowledge, fatigue, and cogni-
tive factors as predictors of lymphedema risk reduction behaviors: Application of the theory of planned
behavior. P„022, 19th World Congress of Psycho„Oncology and Psychosocial Academy, Berlin, 2017.
22．Kieko Iida, Sumie Ikezaki, Mayuko Tsujimura, Mariko Masujima: Frailty and End„of„Life Care for
Community„Dwelling Older People in Japan: From Nursing Perspective. 3rd Asian Conference for
Frailty and Sarcopenia, Seoul, 2017.
23．Mariko Masujima, Miyako Tsuchiya, Miwa Watanabe, Junko Kusunoki, Chifumi Yoshida, Akemi
Okamoto, Mika Kozu: Effectiveness of Support Group Program for Breast Cancer Survivors after Sur-
gery: a longitudinal study. 7th Hong Kong International Nursing Forum, Hong Kong, 2017.
24．Miwa Watanabe, Miyako Tsuchiya, Junko Kusunoki, Chifumi Yoshida, Akemi Okamoto, Mika Kozu,
Tomomi Seo, Mariko Masujima: The Associated Factors in Psychological Changes of Breast Cancer
Survivors after Participating in a Support Group. 7th Hong Kong International Nursing Forum, Hong
Kong, 2017.
25．Tomoko Majima, Ikuko Sakai, Mayumi Asahina, Narumi Ide, Yumiko Baba, Izumi Usui, Shoichi Ito,
Sumie Ikezaki : Nursing Students’Experience of Clinical Interprofessional Education in the Intensive
Care Unit. 7th Hong Kong International Nursing Forum，Hong Kong，2017．
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〔単行書〕
＜2017年１月～３月＞
26．眞嶋朋子：がん看護コアカリキュラム日本版．日本がん看護学会教育・研究活動委員会 コアカリキ
ュラムワーキンググループ編集：がん患者とQOL，6„10，医学書院，2017．
27．増島麻里子：B．リンパ浮腫（乳がん，子宮がん，前立腺がん）．一般社団法人日本がん看護学会教育・
研究活動委員会コアカリキュラムワーキンググループ編，がん看護コアカリキュラム日本版―手術療
法・薬物療法・放射線療法・緩和ケア．56„58，医学書院，2017．
28．阿部恭子：Ⅰがん手術療法看護 第３章２C可動域制限（乳がんの上肢，頸部郭清後の可動域制限）．
日本がん看護学会編．がん看護コアカリキュラム日本語版．医学書院，58„59，2017．
＜2017年４月～12月＞
29．増島麻里子：Chapter5 乳がんケアと患者サポート 07リンパ浮腫の予防とケア．231„240，乳がん
患者ケアパーフェクトブック，編 阿部恭子，矢形寛，学研メディカル秀潤社，2017．
30．武石優子，阿部恭子：Chapter4 検査・治療に伴う乳がんケア 2．手術療法時のケア．143„156，乳
がん患者ケアパーフェクトブック，編 阿部恭子，矢形寛，学研メディカル秀潤社，2017．
31．阿部恭子：Chapter4 検査・治療に伴う乳がんケア 5．内分泌療法時のケア．182„184，Chapter5
乳がんケアと患者サポート 1．乳がんケアの特徴．4．ボディイメージの変化へのサポート．9．日
常生活とセルフケア．196„199，212„215，245„247，Resource4乳がん看護認定看護師．347„350，
Resource5関連学会・研究会．351„354，乳がん患者ケアパーフェクトブック，編 阿部恭子，矢形寛，
学研メディカル秀潤社，2017．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜2017年１月～３月＞
32．増島麻里子：乳がん・婦人科がん周術期の生活指導とセルフケア指導の実際．総合リハビリテーショ
ン．Vol．45（1），39„45，2017．
33．増島麻里子：会長講演 看護研究・実践のつながり，ひろがり．千葉看会誌，22（2），33„35，2017．
34．阿部恭子，一場慶，久本佳奈，福島芳子， 宋菜緒子，小原泉：事例から学ぶがん治療を受ける患者
への療養支援 SIG乳がん看護 & 臨床試験看護師 共同企画2017，第31回日本がん看護学会学術集会
講演集，307，2017．
＜2017年４月～12月＞
35．岡本明美，谷宏子，眞嶋朋子：根治的前立腺全摘除術後の性機能障害を抱える夫と暮らす妻の思い．
順天堂大学医療学部 医療看護研究20，35„43，2017．
36．増島麻里子：終末期の生き方を支えるアドバンスケアプランニングに基づく看護実践の開発．日本生
理人類学会誌，22（4），203„208，2017．
37．奥朋子，藤田佐和，井沢知子，小野田弓恵，鏡朋子，増島麻里子，小松浩子：リンパ浮腫の予防に対
する患者教育・指導に資する看護師研修プログラム評価 ―平成23年度から平成27年度受講者への調
査．第31回日本がん看護学会講演集，101„105，2017．
38．奥朋子，藤田佐和，井沢知子，大西ゆかり，熊谷靖代，保坂ルミ，増島麻里子，小松浩子：がん診療
連携拠点病院におけるリンパ浮腫ケアに関する実態調査．第31回日本がん看護学会講演集，124„129，
2017．
39．阿部恭子：初発乳がんケアの要点．がん看護，22（6），577„580，2017．
〔研究状況〕
成人看護学専門領域では，がん看護，心疾患看護，エンドオブライフケア，リンパ浮腫に関する研究他，
外国人患者への看護実践に関する研究を行っている．また，がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン
「関東がん専門医療人養成拠点」に取り組んでいる．
がん看護については，眞嶋らが子宮頸部前がん病変と診断されたがん患者の体験に関する研究報告を行
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った（1）．その他，乳がん，婦人科がん患者へのケア（4，23，24，32），がん患者とその子供への看護支
援（3），がん患者の家族を対象とした研究（5，40）に関してそれぞれ発表した．眞嶋は，がん看護コア
カリキュラム（26）について執筆した．文部科学省科学研究費補助金を受けて，長坂らは「オンコロジー
ナースの実践知の伝承を通して新たな実践知を生み出す教育プログラム」（基盤研究（C）），楠らは「補完・
代替療法に取り組むがん患者への看護支援モデルの展開―多職種との連携支援―」（基盤研究（C））に継
続して取り組んでいる．
心疾患看護については，循環器疾患患者の意思決定支援（2）や，高齢心不全患者のセルフマネジメン
トの過程（19）に関して発表した．また，外国人患者への看護実践に関する研究では，外国人患者に食事
指導をする看護師の看護実践（9）について発表した．
エンドオブライフケアについては，日本に住む高齢者に関するエンドオブライフケア（22），アドバン
スケアプランニング（13，42），終末期の生き方を支えるケア開発（15）に関する発表を行った．渡邉は
「終末期がん患者と配偶者の相互作用を支える看護モデルの精錬」（若手研究（B）），増島らは「慢性疾患
高齢者の終生期の充実に向けた市民・医療をつなぐ情報共有システムの構築」（基盤研究（B））に継続し
て取り組んでいる．さらに，増島は推進責任者を務める研究課題「超高齢社会における市民―専門職連携
型エンドオブライフケア教育研究拠点」を千葉大学グローバルプロミネント研究基幹のプロジェクトとし
て継続して取り組んでいる．
専門職連携については，専門職連携教育における看護学生の体験（25）について発表した．リンパ浮腫
に関しては，増島らがリンパ浮腫診断・治療に関する研究発表（8，16），リンパ浮腫患者へのケアに関す
る研究（6，7，14，17，21，43，44）の発表を行った．また，リンパ浮腫（27，29）に関する執筆も行
った．
がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン「関東がん専門医療人養成拠点」においては，筑波大学，
群馬大学とともに，台湾，インドネシア，タイの看護系大学と「緩和ケアにおけるコアコンピテンシーと
看護教育に関する国際共同研究」に取り組んでいる．
老人看護学専門領域
〔原 著〕
＜2017年１月～３月＞
1． 戸田由利亜，谷本真理子，正木治恵：他者と共に在る認知症高齢者の表現する姿．千葉看会誌，22(2)，
1„10，2017．
＜2017年４月～12月＞
2． Harue Masaki, Nobuko Kawai, Keiko Matsumoto, Miyoko Kuwata, Sachiko Yoshioka, Midori Nishiya-
ma, Ryoko Uchino, Hiroko Nagae, Megumi Teshima, Sayuri Sakai, Kazuko Endo: Consensus develop-
ment of quality indicators for end„of„life care for elders in Japan, International Journal of Nursing Prac-
tice. 2017；23(S1):e12562. doi:10.1111/ijn.e12562.
3． 高橋良幸：終末期慢性呼吸器疾患患者と看護師の互いの了解を尊重した対人援助実践ガイドの開発，
千葉看会誌，21(1)，43„52，2017.
〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
4． Yoshiyuki T：Development of a "practical guide for interpersonal support that values mutual agree-
ment" for patients with chronic respiratory disease and nurses providing end„of„life care, 20th East A-
sian Forum of Nursing Scholars (EAFONS), Hong Kong, 2017.
5． Yuria Toda, Harue Masaki: Awareness of the body for nursing practice ―From the interview to stu-
dent nurses and doctoral students in nursing. The 20th East Asian Forum of Nursing Scholars
(EAFONS), Hong Kong, 2017.
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＜2017年４月～12月＞
6． Harue Masaki Nobuko Kawai, Keiko Matsumoto, Mika T. Musgrave, Yuki Yamashita, Kazuki
Kobayashi, Takahiro Ishikawa, Koutaro Yokote: Development of Quality Indicators for Continuity and
Coordination of Care in Elders in Japan, International Association of Gerontology and Geriatrics.
2017.7.23„27, San Francisco.
7． Chisono Ohara, Yasuko Shimizu, Nobuko Kawai, Natsuko Seto, Mariko Tanimoto, Harue Masaki：
Nursing care for patients with Parkinson's disease from the perspective of“corporeality”. Internation-
al Nursing Research Conference, 10.20„22,2017, Bangkok Thailand.
8． 石橋みゆき，森本悦子，小山裕子，根岸 恵，小西美ゆき：医療職者が捉える一般病院外来通院中の
後期高齢がん患者の療養生活における困難状況．日本老年看護学会第22回学術集会講演集，143，
2017．
9． Etsuko Morimoto, Miyuki Ishibashi, Yuko Koyama, Megumi Negishi, Miyuki Konishi：ISSUES OF
SPECIALISTS SUPPORTING SYSTEM FOR ELDERLY CANCER PATIENTS VISITING
GENERAL HOSPITAL, International Couference on Cancer Nursing, July 9„12, 2017, Anaheim,
California, U.S.A.
10．雨宮有子，石橋みゆき，角川由香，吉田千文，諏訪部高江，丸谷美紀：超高齢構想区域にある地域中
核病院での地域ケアシステム構築に繋がる退院支援看護技術．日本地域看護学会第20回学術集会講演
集，135, 2017．
11．石橋みゆき：日本地域看護学会第20回学術集会 シンポジウムⅡ 看護基礎教育で地域志向の芽を養
う―日本地域看護学会が提唱する学士課程における地域看護学―．日本地域看護学会第20回学術集会
講演集，65，2017．
12．永田亜希子，坂上明子，佐藤奈保，石橋みゆき，石丸美奈，飯野理恵：交流セッション16 看護実践
力強化のためのシミュレーション教材と評価方法の開発．日本看護学教育学会第27回学術集会プログ
ラム・講演集，109，2017．
13．樋口キエ子，諏訪部高江，石橋みゆき，吉田千文，雨宮有子，伊藤隆子，丸谷美紀，神谷明美：在宅
移行時における患者と家族の希望のズレへの介入プロセスにおける退院支援看護技術．日本家族看護
学会第24回学術集会プログラム・抄録集，78，2017
14．小山裕子，森本悦子，石橋みゆき：一般病院に通院する後期高齢がん患者への療養支援における専門
職連携の課題．千葉看第23回学術集会集録，28，2017．
15．村田万以子†，石橋みゆき，正木治恵：糖尿病の初期の食事指導を行う看護師と栄養士の連携につい
て．千葉看第23回学術集会集録，32，2017．
16．青木美智子*，石橋みゆき：慢性疾患を持つ老人のセルフケアの獲得状況と学習支援―マージン理論
を用いた高齢糖尿病患者１事例の分析―．千葉看第23回学術集会集録，38，2017．
17．山村岳央†，高橋良幸，石橋みゆき，正木治恵：中等度慢性閉塞性肺疾患を有する人々の症状悪化予
防と治療に対する生活調整．千葉看第23回学術集会集録，31，2017．
18．伊藤隆子，平野和恵，林弥生，石橋みゆき，雨宮有子，神谷明美，木暮みどり，諏訪部高江，樋口キ
エ子，丸谷美紀，吉田千文: 自組織の看護師の退院支援スキル向上にむけた人材養成に関わる意図と
行為．千葉看第23回学術集会集録，55，2017．
19．木暮みどり，石橋みゆき，大藤沙紀，雨宮有子：（交流集会３）看護をつなぐための人材育成―退院
支援部門院内留学研修制度―．千葉看第23回学術集会集録，61，2017．
20．石丸美奈，田場由紀，石橋みゆき，辻村真由子：（交流集会５）地域包括ケアを担うことのできる看
護職者育成のための教育手法．千葉看第23回学術集会集録，62，2017．
21．石橋みゆき：会長講演 看護がつなぐケアのかたち，千葉看第23回学術集会集録，14„15，2017．
22．青木美智子*，高橋良幸，黒田久美子，正木治恵：自律神経障害を有する糖尿病患者が自分らしく生
きるプロセスを支える外来看護援助ガイドの作成，日本糖尿病教育・看護学会誌，第21巻特別号，
168，2017．
23．山下裕紀，正木治恵：脳卒中失語症患者と看護師とのあいだにあるcommunionの成立－「触れる―触
れられる」場面の分析報告－，千葉看第23回学術集会集録，52，2017．
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24．橘のどか†，戸田由利亜，正木治恵：言語的コミュニケーションや意思疎通が困難である認知症高齢
者に対する看護職の非言語的コミュニケーションの実践．千葉看第23回学術集会講演集，29，2017．
25．坂井萌夏†，戸田由利亜，正木治恵：特別養護老人ホームで穏やかに暮らしている高齢者の生きがい
のあり様．千葉看第23回学術集会講演集，40，2017．
26．村山結実†，戸田由利亜，正木治恵：病歴が長い女性多発性硬化症患者の自己管理への意欲とその要
因．千葉看第23回学術集会講演集，42，2017．
27．戸田由利亜，髙橋在也，金井友佳，菅原裕輝：（ランチョン交流集会２）看護における愛．千葉看第
23回学術集会講演集，58，2017．
28．Miyuki Ishibashi：Vision of End of Life Care Education, The 3rd International End of Life Care Sym-
posium 第３回エンドオブライフケア国際シンポジウムエンドオブライフケア教育研究拠点のビジョ
ン，43„49，2017．
〔単行書〕
＜2017年４月～12月＞
29．正木治恵：正木治恵編 パーフェクト臨床実習ガイド『老年看護実習ガイド』第２版，Ⅰ 高齢者看
護の期本技術 情報・ヒストリー聴取の技術2„6，Ⅱ 高齢者の生活支援 老いへの適応支援216„222，
照林社，2017
30．正木治恵：第１章Ⅰ 認知症看護の基本－日本老年看護学会の立場表明を踏まえて．亀井智子（編），
認知症高齢者へのチーム医療と看護．初版，中央法規出版，2„7，2017．
31．戸田由利亜：第１章Ⅱ 認知症ケアの制度とその変遷．亀井智子（編），認知症高齢者へのチーム医
療と看護．初版，中央法規出版，8―17，2017．
32．石橋みゆき：正木治恵編 パーフェクト臨床実習ガイド老年看護第２版，Ⅱ 高齢者の生活支援 家
族介護支援，236„239，照林社，2017
〔総説．短報．実践報告．資料．その他〕
＜2017年１月～３月＞
33．石橋みゆき：独居高齢者の退院支援と家族とのかかわり方．臨床老年看護，2017．1・2月号，59„67，
2017
34．石橋みゆき，眞嶋朋子，岡田忍，小宮山正敏ほか：千葉大学看護学部カリキュラム改正のプロセス―
教育目標の再構成と卒業時到達目標の設定―．千葉大学大学院看護学研究科紀要，39，43„49，2017
35．石橋みゆき，吉田千文，雨宮有子，木暮みどりほか：退院支援過程において退院調整看護師とソーシ
ャルワーカーの用いる技術の特徴，保健医療福祉連携，10(1)，19„28，2017
＜2017年４月～12月＞
36．Matsumoto K., Masaki H., Kawai N., Kuwata M., Yoshioka S., Nishiyama M., Sakai S., Endo K.,
Uchino R., Hayashi Y., Teshima M, and Nagae H.: Review on the Elements Related to the Develop-
ment of End of Life Care Quality Evaluation Index that Enriches the Final Years of the Elderly. J Nurs
Patient Care. 2(2): 1000118, 2017
37．正木治恵：看護研究に質的統合法（KJ法）を用いる意義－GTとの比較から，看護研究，50(3)，
228„233，2017．
38．正木治恵，野村俊夫，小島通代，山浦晴男：座談会 質的統合法（KJ法）とグラウンデッド・セオリー，
看護研究，50(3)，202„211，2017．
39．西村ユミ，太田喜久子，数間恵子，川口孝泰，古在豊樹，小松浩子，正木治恵：これからの社会にお
けるケアサイエンスの構築をめざして－看護学からの提案．学術の動向：58„71，2017．
40．正木治恵，北川公子，湯浅美千代，百瀬由美子，山田律子，堀内ふき：「急性期病院において認知症
高齢者を擁護する日本老年看護学会の立場表明2016」の作成過程，老年看護学，22(1)：5„9，2017．
41．村嶋幸代，石橋みゆき，赤星琴美他（平成27-28年度教育委員会）：日本地域看護学会委員会報告 地
域看護に必要な教育内容の明確化―看護学基礎教育で修得すべき地域看護の能力（コンピテンシー）
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―，日本地域看護学会誌，20(2)，p102„109，2017
42．高橋良幸：質的統合法（KJ法）の博士論文への活用の実際とその有用性，看護研究，50(3)，241„246，
2017．
43．高橋良幸：Ⅲ．ケーススタディ ［寝たきり者へのケア］，正木治恵，高橋香代子，岡本充子他：パー
フェクト臨床実習ガイド 老年看護，第２版，照林社，pp.262„269，2017．
44．戸田由利亜：エンドオブライフケア 実践知が導くケア技術（連載第８回）認知症高齢者のエンドオ
ブライフケア その人らしい日常の延長にある自然な死を探し支える．看護技術，63(9)，84„88，2017
＊2017年３月31日看護学研究科博士前期課程修了
†2017年３月31日看護学部卒業
〔研究状況〕
高齢社会実践看護学教育研究分野老人看護専門領域では，高齢社会において必要となる看護実践を科学
的に探求することを目的に，慢性疾患を抱える人々や高齢者が治療を受ける病院をはじめ，生活の場であ
るケア施設や在宅等も研究フィールドとして，多様な看護実践の場における研究を行っている．
平成29年に実施した研究プロジェクトは，正木は「高齢者ケアの継続．連携に関する質指標の開発とシ
ステム構築」（科学研究費補助金基盤研究（A）平成27年度～30年度）ならびに「看護できる身体づくり
―高齢者ケアにおける看護情報をつかむための身体活用プロセス」科学研究費補助金（挑戦的萌芽）平成
28年度～30年度）に研究代表者として取り組んだ．「高齢者ケアの継続．連携に関する質指標の開発とシ
ステム構築」においては，正木と共に石橋並びに特任准教授山下と，博士後期課程の永田文子（リサーチ
アシスタント）が上記研究の一部として「SAHCHI（Social Health Assist CHIba：地域情報連携基盤）を
活用したケアの継続・連携情報共有システムの活用状況」について調査研究を推進した．
石橋は「療養の場の移行支援構築に向けた退院支援に係る看護技術の体系化」（科学研究費助成事業学
術研究助成基金助成金基盤研究（C）平成27年度～29年度）を受け，研究代表者として研究を推進した．
また，石橋は千葉大学グローバルプロミネント研究基幹 平成 28年度リーディング研究育成プログラムに
て採択された「超高齢社会における市民－専門職連携型エンドオブライフケア教育研究拠点（推進責任者：
増島麻里子）」における中核推進者として第３回エンドオブライフケア国際シンポジウムにてシンポジス
トを務めるなどプロジェクトの推進に取り組んだ．このほか，石橋は，「地域包括ケアを担う看護職者育
成のための住民と行動したシナリオ学習教材の開発」（科学研究費助成事業（科学研究費補助金）基盤研
究（B）課題番号：17H04464代表：石丸美奈），「地域の一般病院に通院する後期高齢がん患者への複合的
な外科看護支援モデルの構築」（科学研究費助成事業（科学研究費補助金）基盤研究（C）課題番号：
16K12079代表：森本悦子）の分担研究者として研究を推進した．
山﨑（旧姓戸田）と高橋は，「看護できる身体づくり―高齢者ケアにおける看護情報をつかむための身
体活用プロセス」科学研究費補助金（挑戦的萌芽）平成28年度～30年度）の分担研究者として研究に取組
んだ．
また，山下は「communionを基盤とした看護プログラムの開発」（科学研究費助成事業学術研究助成基
金助成金基盤研究（C）平成29年度～31年度）を受け，分担研究者である正木，石橋，高橋と共に研究を
推進した．
生体看護学専門領域
〔原 著］
＜2017年1～３月＞
1． Takehara K, Amemiya A, Mugita Y, Tsunemi Y, Seko Y, Ohashi Y, Ueki K, Kadowaki T, Oe M, Na-
gase T, Ikeda M, Sanada H: The Association between Tinea Pedis and Feet„Washing Behavior in
Patients with Diabetes. A Cross„sectional Study. Advances in Skin and Wound Care. 30(11): 510„516,
2017
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〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
2． 小宮山政敏，金赫玲，宮宗秀伸，松野義晴，田中裕二：肘窩における皮静脈と皮神経の位置関係（第
２報）．第122回日本解剖学会総会・全国学術集会講演プログラム・抄録集，153，2017．
3． 雨宮歩，進香織，實石達也，小此木怜奈，菅原久純，田中裕二，小宮山政敏：胼胝（べんち）重症度
の客観的評価法の提案．第15回日本フットケア学会年次学術集会，141，2017．
4． 松野義晴，菅田陽太，太田昌彦，宮宗秀伸，森千里，小宮山政敏：解剖実習見学の事前説明による
「献体」および「倫理」に関する知識の理解度について．第122回日本解剖学会総会・全国学術集会講
演プログラム・抄録集，181，2017．
＜2017年４月～12月＞
5． Amemiya A, Okonogi R, Yamakawa H, Susumu K, Jitsuishi T, Sugawara H, Tanaka YL, Komiyama
M, Mori T: The external force associated with callus formation under the first metatarsal head is
reduced by wearing rocker sole shoes. 39th Annual International Conference of the IEEE Engineering
in Medicine and Biology Society, 4487„4490, 2017.
6． 雨宮歩，菅原久純，小此木怜奈，山川広樹，實石達也，田中裕二，小宮山政敏，森武俊：第５中足骨
頭部の糖尿病性足潰瘍予防のために適した靴幅の検討．第５回看護理工学会学術集会プログラム・抄
録集，107，2017．
7． 雨宮歩，菅原久純，磯野史朗，酒井郁子：離床希望検知センサの開発 ―臨床で本当に使用できる拘
束しない離床センサ―．千葉大学グローバルプロミネント研究基幹シンポジウム，2017（in press）．
8． 菅原久純，雨宮歩，加瀬竜太郎，田中裕二，酒井郁子，小宮山政敏：睡眠中の看護師による体位変換
が睡眠に与える影響の予備的検討．第９回日本臨床睡眠医学会学術集会抄録集，46，2017．
9． 田原裕希恵，綿貫成明，濱本洋子：離床センサーを使用している患者を対象とした転倒予防ケアの実
態と看護師の認識．第５回看護理工学会学術集会プログラム・抄録集，67，2017．
10．菅原久純，雨宮歩，加瀬竜太郎，田中裕二，増島麻里子，酒井郁子，小宮山政敏：異なる睡眠段階で
行う体位変換がその後の睡眠に与える影響の予備的検討．第５回看護理工学学会学術集会抄録集，77，
2017．
11．實石達也，松島絵里奈，雨宮歩，小宮山政敏：前腕における皮神経と皮静脈の走行の定量化―静脈穿
刺による神経損傷予防のための基礎研究．第５回看護理工学会学術集会プログラム・抄録集，101，
2017．
12．岡本真季，雨宮歩，菅原久純，實石達也，小宮山政敏，田中裕二：冷えの自覚と下肢皮膚温変化から
明らかになった「隠れ冷え性」と自律神経活動の関係．日本看護技術学会第16回学術集会，137，
2017．
13．菅原久純，雨宮歩，増島麻里子，磯野史朗，酒井郁子：睡眠に影響の少ない体位変換タイミングの予
備的検討．平成29年度グローバルプロミネント研究基幹シンポジウム，千葉，2017（in press）．
14．實石達也，松島絵里奈，雨宮歩，小宮山政敏：前腕掌側における皮神経の走行の定量化―静脈穿刺に
よる神経損傷の予防を目指して．第37回日本看護科学学会学術集会プログラム集，58，2017．（講演
集［電子版］は2017年12月に公開）
15．久松たず子，土屋光恵，南美歩，村上彩，迫田玲子，齋藤友美，栗原静香，星雅子，鈴木典子，虎見
和代，神尚子，田中裕二：外来における手術安全チェックリスト時の職種間の意識の違い．第13回歯
科・口腔外科看護研究会抄録集，14，2017．
16．奥山紫，久松たず子，神尚子，田中裕二：与薬業務における問題点と今後の課題．第13回歯科・口腔
外科看護研究会抄録集，21，2017．
17．飯塚陽子，Shuyan Li, Haiqin Sun, Hongwooi Thor，大橋優美子，大江真琴，竹原君江，雨宮歩，山
田案美加，土井麻里，井上享子，久井良之，菅原正純，北野選也，國井大輔，Yuqian Bao, Jian Fu，
真田弘美，Guanbao Wang, Dongsheng Huang, Weiping Jia，山内正敏，植木浩二郎，門脇孝：糖尿病
における医療の国際化に向けた取り組み．第60回日本糖尿病学会年次学術集会，S„144，2017．
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〔報告書〕
＜2017年４月～12月＞
18．小宮山政敏：採血および静脈注射に利用しうる静脈と近傍の神経および動脈に関する解剖学的研究，
平成26年度～28年度科学研究費助成事業（基盤研究（C）（一般））研究成果報告書，2017．
19．田中裕二：高次脳機能障害患者に対する援助技術の神経生理学的研究，平成25～28年度科学研究費補
助金（基盤研究（C）課題番号25463290）研究成果報告書，2017．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜2017年１月～３月＞
20．小宮山政敏，雨宮 歩：解剖生理ステップアップドリル第10回：運動器系．クリニカルスタディ，38
（1），82„86，2017．
21．小宮山政敏，雨宮 歩：解剖生理ステップアップドリル第11回：感覚器系．クリニカルスタディ，38
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護理工学会学術集会論文奨励賞受賞，2017．
〔研究状況〕
生体看護学専門領域では，看護対象である人体について解剖学的視点ならびに生理学的視点からの研究
を行っている．
小宮山は，平成26年度より科学研究費助成事業（基盤研究（C））の助成を受けて実施した「採血および
注射に利用しうる静脈と近傍の神経および動脈に関する解剖学的研究」について，成果を学術集会で発表
（2）するとともに，事業者への成果報告を行った（18）．また，平成29年度より新たに科学研究費助成事
業（基盤研究（C））の助成を受けて「前腕における皮神経の走行―皮静脈穿刺による神経損傷の防止を目
指して」に関する研究を開始し，得られた成果を学術集会で発表した（11，14）．
田中は，看護技術の科学的な検証および歯科領域における看護についての研究を継続している．今年度
は歯科病院の外来手術および与薬業務に関する研究成果を学術集会で発表した（15，16）．昨年度から科
学研究費補助金（基盤研究（C））の助成を受け，研究課題「高次脳機能障害患者に対する看護援助技術の
神経生理学的解析と国際比較」を継続している．また，今年度より，認知症高齢者を対象にした植物パズ
ル療法の効果についての研究を開始した．
雨宮は，昨年度より助成を受けた科学研究費助成事業（研究活動スタート支援）を，今年度より科学研
究費助成事業（若手研究（B））に切り替え，「歩容評価システムの開発とせん断応力圧力比を考慮した胼
胝予防介入効果の検証」を継続している．昨年度より助成を受けている公益信託中西睦子看護学先端的研
究基金，「糖尿病神経障害患者における歩容介入による胼胝（べんち）予防効果の検証」の取り組みも継
続し，研究成果の一部を国内外で発表（3，5，6，26），第５回看護理工学会学術集会にて論文奨励賞を受
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賞した（27）．また，昨年度より一般社団法人日本看護学校協議会共済会研究助成（一般枠）も受けてお
り，「睡眠段階を考慮した体位変換が睡眠の質に与える影響」について研究成果の一部を発表した（8，10，
13）．更に，千葉大学グローバルプロミネント研究基幹リーディング研究育成プログラム「超高齢化社会
における市民－専門職連携型エンドオブライフケア教育研究拠点」（代表者：増島麻里子）およびミネベ
アミツミ株式会社との共同研究（代表者：磯野史朗，酒井郁子）に参加し，その研究成果の一部を千葉大
学グローバルプロミネント研究基幹シンポジウムにおいて発表（7），優秀発表賞を受賞した（24）．また，
この研究成果の一部について特許を出願中である．
リプロダクティブヘルス看護学専門領域
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連携システムの構築」（研究代表者：森恵美）にも、坂上、青木、岩田らとともに取り組んでいる．その
他、森は千葉大学（総括責任者：徳久剛史）が平成27～32年度に採択された、ダイバーシティ研究環境実
現イニシアティブ（連携型）の活動も行った．また、文科省科研費補助金（基盤研究（B））「歯科専門職
との連携による更年期女性と在宅高齢者の口腔ケアの質の向上に関する研究」（研究代表者：岡田忍）に
研究分担者として参画し、その研究成果を報告した（44）．
坂上は、文科省科研費を得て、「高度生殖医療を受けた妊婦の母親役割獲得を促す看護介入プログラム
の改良」（平成26～29年度基盤研究（B）研究代表者：坂上明子）に取り組み、森、青木も研究分担者とし
て参画し、その研究成果を報告した（22，26，41）．また、坂上は「母体・胎児集中ケアのための研修プ
ログラムの実用化に関する研究」（平成28～31年度基盤研究（C）研究代表者：大月恵理子）にも連携研究
者として取り組んでおり、研究成果を報告した（3，29）．さらに、平成26～28年度、「多職種からなる周
産期急変対応チームの育成システム構築に関する研究」（挑戦的萌芽研究 研究代表者：長田久夫）、「陸
前高田市における乳幼児を抱える家族の困難に関するエスノグラフィー研究」（基盤研究（C）研究代表者：
駒形朋子）に連携研究者として参画し、報告した（24，28，32～36）．
健康管理看護学専門領域
〔原 著〕
＜2017年１月～３月＞
1． Fujita J, Fukui S, Ikezaki S, Otoguro C, Tsujimura M: Analysis of team types based on collaborative
relationships among doctors, home„visiting nurses and care managers for effective support of patients
in end„of„life home care. Geriatrics & Gerontology International, 17 (11), 1943‐50, 2017.
2． 杉田由加里，井出成美，石川麻衣，池崎澄江，中山健夫：自治体の特定保健指導における特定健康診
査質問票の活用状況．千葉看会誌，39，27„34，2017．
3． 和住淑子，野地有子，黒田久美子，錢淑君，鈴木友子，北池正，吉本照子：看護学教育におけるＦＤ
マザーマップの開発．千大看紀要，（39），21„26，2017．
〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
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4． 野地有子，野崎章子，望月由紀，北池正，溝部昌子，菅田勝也：我が国の看護職のカルチュラル・コ
ンピテンス能力開発領域に関する研究～テキストマイニング分析から～．第７回日本看護評価学会，
東京，2017．
5． Lu L, Ikezaki S, Kitaike T, Li X, Wang A, Fan L: Relationship between professional autonomy and
nursing research activities of mid„level nurses in China. 20th East Asian Forum of Nursing Scholars
(EAFONS), Hong Kong, 2017.
＜2017年４月～12月＞
6． 路 ，北池正，池崎澄江：千葉県内病院における看護研究活動の現状に関する調査．第43回日看研会
学術集会抄録集，40（3），149，2017．
7． 池崎澄江，谷本真理子，須藤麻衣，川口 裕子，芥田ゆみ：一般病院の臨床看護師におけるエンドオブ
ライフケア実践の実態調査（第１報） 患者・家族とのコミュニケーションに着目して．第22回日本
緩和医療学会学術大会抄録集，S470，2017．
8． 谷本真理子，池崎澄江，須藤麻衣，川口 裕子，芥田ゆみ：一般病院臨床看護師のエンドオブライフケ
ア実践の実態調査（第２報） 看護師が認識するケアの課題．第22回日本緩和医療学会学術大会抄録
集，S470，2017．
9． 藤田淳子，乙黒千鶴，福井小紀子，岩原由香，池田良輔子，池崎澄江，辻村真由子：地域終末期ケア
を支える医療介護連携マニュアルの有効性（第１報） 終末期の医療介護連携マニュアルの作成．第
19回日本在宅医学会大会，134，2017．
10．辻村真由子，福井小紀子，藤田淳子，乙黒千鶴，岩原由香，池田良輔子，池崎澄江：地域終末期ケア
を支える医療介護連携マニュアルの有効性（第２報） 連携マニュアル使用前の終末期ケアにおける
多職種連携の理解・認識と行動．第19回日本在宅医学会大会，134，2017．
11．福井小紀子，藤田淳子，乙黒千鶴，池崎澄江，辻村真由子，岩原由香，池田良輔子：地域終末期ケア
を支える医療介護連携マニュアルの有効性（第３報） 終末期の医療介護連携マニュアルの作成．第
19回日本在宅医学会大会，123，2017．
12．池崎澄江，伊藤弘人，伊藤道哉，千葉宏毅，岡田美保子，折井孝男，加藤多津子，根東義明，相馬孝
博，副島秀久，山下哲郎，山本光昭，前田光哉，日本医療病院管理学会学術情報委員会：日本医療・
病院管理学会重点用語事典（2017）の作成学術情報委員会活動報告．第55回日本医療・病院管理学会
学術総会抄録集54S，129，2017．
13．Kieko Iida, Sumie Ikezaki, Mayuko Tsujimura, Mariko Masujima: Frailty and End„of„Life care for
community„dwelling older people in Japan. 3rd Asian Conference for Frailty and Sarcopenia, Korea,
95, 2017.
14．路 ，北池正，池崎澄江，姫野雄太：千葉県内病院における中堅看護師の看護研究指導に関する調査．
第37回日看科会学術集会，仙台，2017．
〔単行書〕
＜2016年４月～12月＞
15．池崎澄江：エンドオブライフケアを支える日本の医療制度．長江弘子（編集），「生きる」を考える
第２刷，日本看護協会出版会，168„185，2017．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜2017年１月～３月＞
16．Sumie Ikezaki: End„of„Life Care in Japan: Current Situation and Future Agenda. The 2nd Internation-
al End„of„life Care Symposium, 35„59, 2017.
＜2017年１月～12月＞
17．千葉大学大学院看護学研究科 健康管理看護学，公益社団法人千葉県看護協会千葉県看護協会：千葉
県内病院における看護研究活動の現状に関する調査研究報告書，2017年10月．
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〔研究状況〕
領域としては、看護研究活動と専門職的自律性との関連（5）や中堅看護師の院内看護研究指導を支援
すること（6，14）に取り組んでいる．
池崎は、在宅や（1，9„11）や高齢者施設（13，16）のエンドオブライフケアに関する研究に取り組ん
でいる．
精神看護学専門領域
〔原 著〕
＜2017年１月～３月＞
1． Noji A, Mochizuki Y, Nosaki A, et al.: Evaluating cultural competence among Japanese clinical nurses:
Analyses of a translated scale. InternationalJournalof Nursing Practice. 2017 e12551.
doi:10.1111/ijn.12551.
＜2017年４月～12月＞
2． Kohara I, Nosaki A, Morishita N, Ushirozawa N, Endo K, Yamada H, Taniguchi T, Kusuoka H: Core
Competencies of Clinical Research Coordinators. International Journal of Bio„Science and
Bio„Technology, 9 (2), 2017.
3． 岩田歩子，野崎章子，舘祥平：セクシュアルマイノリティの生きづらさと性教育に対するニーズ調査．
日本性科学雑誌，35（1），37„44，2017．
〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
4． 野崎章子，大塚公一郎：地域で暮らす精神障害者の東日本大震災の体験と防災対策．第36回日本社会
精神医学会プログラム抄録集，92，2017．
5． 熊澤未有，野崎章子，舘祥平：暴露反応妨害法を行う強迫性障害患者に対する看護支援における困難
と対処の質的研究．第36回日本社会精神医学会プログラム抄録集，94，2017．
6． 舘祥平：精神科領域におけるピアサポーターの実践・研究の動向：文献レビュー．第36回日本社会精
神医学会プログラム抄録集，92，2017．
7． 野地有子，野崎章子，望月由紀，北池正，溝部昌子，菅田勝也：わが国の看護職のカルチュラル・コ
ンピテンス能力開発領域に関する研究～テキストマイニング分析から～．第７回日本看護評価学会学
術集会，2017年３月５，６日，東京
8． Mochizuki Y, Noji A, Kondo M, Iioka Y, Nosaki A, Nishiyama M, Ootomo E, Sakamoto M, Sumitani D:
Educational nursing application to cultivate cultural competence in Japan. The 20th East Asian Forum
of Nursing Scholars, Hong Kong, 9„10, March, 2017.
＜2017年４月～12月＞
9． 野地有子，野崎章子，望月由紀，炭谷大輔：日本の病院看護師のカルチュラル・コンピテンスと属性
背景因子の関連．日本健康科学学会第33回学術大会抄録集，212，2017．
10．炭谷大輔，野地有子，野崎章子，望月由紀：外国人患者看護ケア能力向上に向けた看護職教育アプリ
開発．日本健康科学学会第33回学術大会抄録集，213，2017．
11．Nosaki A, Otsuka K：Impact of the 2011 Great East Japan Earthquake and disaster preparedness
among people with mental illnesses in the community. WPA XVII World Congress of Psychiatry, Ber-
lin, Germany, 8„12, October 2017.
12．Marutani T, Chhim S, Nishio A, Nosaki A, Fuse-Nagase Y: Quality of life and living conditions among
schizophrenia patients and family caregivers in Cambodia－An interim report. WPA XVII World Con-
gress of Psychiatry, 8„12, October, 2017.
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13．小早川里絵，井崎京子，野崎章子，塚原高広：自治体病院看護師の生活上の価値観と勤務継続意志と
の関連．第48回日看会看護管理学術集会，抄録集，546，2017．
14．Nosaki A, Noji A: Difficulties in delivering nursing care to foreign patients among Japanese nurses and
their attributes: text mining approach. TNMC & WANS International Nursing Research Conference
2017, Culture, Co-creation and Collaboration for Global Health, Bangkok, Thailand, 20„22, October,
2017.
15．Hamada I, Nosaki A: Cross cultural adaptations and stress among children who experienced immigra-
tion to overseas and returning to Japan. TNMC & WANS International Nursing Research Conference
2017, Culture, Co-creation and Collaboration for Global Health, Bangkok, Thailand, 20„22, October,
2017.
16．Tachi S: Peer Support research in the psychiatric field In Japan: literature review. TNMC & WANS In-
ternational Nursing Research Conference 2017, Culture, Co－creation and Collaboration for Global
Health, Bangkok, Thailand, 20„22, October, 2017.
17．Noji A, Nosaki A, Glaser D, Gonzales L: Classificationsof Cultural Competence among Clinical Nurses
in Japan using Latent Profile Analysis. International Healthcare and Patient Safety Conference. Dubai,
UAE, 6„7, November, 2017.
18．笠井宏委，小原泉，野崎章子，森下典子，後澤乃扶子，遠藤一司，谷口隆雄，鶴丸雅子，唐木範子，
吉村健一，山本晴子，楠岡英雄：CRC配置の現状調査．第38回日本臨床薬理学会学術総会，横浜，12
月7„9日，2017．
19．日高結衣，島津明人，今村幸太郎，岩田昇，島田恭子，高橋正也 ，時田征人，渡井いずみ，渡辺和広，
川上憲人．ワーク・ファミリー・スピルオーバーと睡眠の質の関連：日本人労働者の前向き研究．第
25回日本産業ストレス学会抄録集，180，2017．
20．野崎章子，野地有子：日本人看護師の外国人患者への看護ケア提供における困難および属性との関連
－テキストマイニングアプローチより－．第37回日看科会学術集会講演集，仙台，12月6„17日，2017．
21．森内香奈恵，野崎章子：退院後初回の精神科外来受診患者への看護面談における支援内容－テキスト
マイニングアプローチを用いて．第37回日看科会学術集会講演集，仙台，12月6„17日，2017年．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜2017年１月～３月＞
22．濵田伊沙名，野崎章子：アダルトサードカルチャーキッズ（ATCK）の異文化体験とストレス．ここ
ろと文化，16（1），70，2017．
＜2017年４月～12月＞
23．熊澤未有，野崎章子，舘祥平：暴露反応妨害法を行う強迫性障害患者に対する看護支援における困難
と対処の質的研究．日本社会精神医学会雑誌，26（3），262„263，2017．
24．野崎章子，大塚公一郎：地域で暮らす精神障害者の東日本大震災の体験と防災対策．日本社会精神医
学会雑誌，26（3），260„261，2017．
25．舘祥平：精神科領域におけるピアサポーターの実践・研究の動向：文献レビュー．日本社会精神医学
会雑誌，26（3），270，2017．
26．Nosaki A：Macro health data of Cambodia－health care system and mental health．国際地域精神保健
について学ぶ－カンボジアの地域精神保健活動を事例として－．SUMH学習会，東京，7月16日，
2017．
27．丸谷俊之，Chhim S，西尾彰泰，野崎章子，布施泰子：国際NGOによるカンボジアの精神保健支援お
よび研究の展望．文化精神医学研究会．ぎのわんメンタルクリニック，沖縄，11月28日，2017．
〔研究状況〕
精神看護学専門領域では，精神障害をもちながら地域で生活する人々やその家族の地域生活継続支援
（4，6，11，16，24，25），職場や逆境等のストレス状況下にある人々（13，19）や社会的少数派である
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人々のメンタルヘルス支援（3），精神科臨床における看護実践向上（5，21，23），global mental health
（12，15，22，26，27），そしてglobal nursing care（1，7，8，9，10，14，17，20）に関する研究に取り
組んでいる．
地域看護学専門領域
〔原 著〕
＜2017年４月～12月＞
1． 細谷紀子，石丸美奈，宮﨑美砂子：発災時において地域住民との関係が発達障がい児と家族にもたら
す影響－．千葉看護学会会誌，23（1），21„31，2017．
〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
2． Uki Noviana, Misako Miyazaki: Development of a nursing support guideline in finding meaning in life
for relocated disaster survivors, The 20th EAFONS PROGRAMME BOOK. 48, 2017.
3． Mina Ishimaru, Kentaro Kubota, Rie Iino: (SYMPOSIUM„Aging Issues in Community Health Nurs-
ing„) Qualitative process evaluation of community activity for community―integrated care system
among community „dwelling older people. The 20th EAFONS PROGRAMME BOOK. 39, 2017.
4． Reiko Tokita, Mina Ishimaru, Misako Miyazaki: (SYMPOSIUM„Aging Issues in Community Health
Nursing) Literature review on the measurement of the spillover effects of health education for adults in
a community setting. The 20th EAFONS PROGRAMME BOOK，39，2017．
5． Noriko Hosoya, Mina Ishimaru, Misako Miyazaki: Review on the influence of local residents on chil-
dren with developmental disorders and their families during times of disaster, The 20th EAFONS
PROGRAMME BOOK，114，2017．
6． Tamami Shimokoshi, Misako Miyazaki,: Development of a hypothetical model of sustainable com-
munity„based organizations based on organizational learning theory，The 20th EAFONS
PROGRAMME BOOK，21，2017．
7． 小村文乃*，石丸美奈，宮﨑美砂子：都市部に居住する母親の産後６カ月間におけるヘルスリテラシー
発揮のきっかけと情報収集の方法－近隣に友人の少ない母親に注目して．第５回日本公衆衛生看護学
会学術集会講演集，109，2017．
*2017年３月博士前期課程修了生
8． 鳩野洋子，嶋津多恵子，丹野久美，富山紀代美，宮﨑美砂子，斉藤恵美子，椎葉倫代：保健師の日常
活動・実践研究における倫理に関する実態調査：第１報－日常活動における倫理的ジレンマや倫理的
行動，第５回日本公衆衛生看護学会学術集会講演集，141，2017．
9． 嶋津多恵子，鳩野洋子，丹野久美，富山紀代美，宮﨑美砂子，斉藤恵美子，椎葉倫代：保健師の日常
活動・実践研究における倫理に関する実態調査：第２報－実践研究における倫理的課題と組織環境，
第５回日本公衆衛生看護学会学術集会講演集，141，2017．
10．杉田由加里，緒方泰子，石丸美奈，田中美延里，石川麻衣，土屋裕子，藤木美恵子：わが国の行政保
健師の人材育成方法に関する文献検討，第５回日本公衆衛生看護学会学術集会講演集，109，2017．
11．守田孝恵，宮﨑美砂子，山口忍，林敦子，鈴木晶子，磯村總子，楠本真理：ワークショップ：倫理委
員会企画 保健師の日常業務を研究にする－倫理的視点を学ぼう－第５回日本公衆衛生看護学会学術
集会講演集，198，2017．
＜2017年４月～12月＞
12．宮﨑美砂子，奥田博子，春山早苗，金谷泰宏，井口紗織：災害時における統括保健師のコンピテンシー
及び役割・権限に関する意見調査．第76回日公衛会抄録集，64（10），306，2017．
13．姫野雄太，石丸美奈，飯野理恵，宮﨑美砂子：別居介護に関する国内研究の動向についての文献検討，
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千葉看護学会第23回学術集会講演集，43，2017．
14．久保田健太郎，石丸美奈，大塚眞理子，井出成美：住民・大学・行政のパートナーシップによる「我
が事・丸ごと」地域づくり．第76回日公衛会抄録集，64（10），455，2017．
15．細谷紀子，宮澤早織，雨宮有子，佐藤紀子，石川志麻：災害時要配慮者を支える住民組織活動におけ
る対象者把握に関する実態と課題．第76回日公衛会抄録集，64（10），593，2017．
16．雨宮有子，佐藤紀子，細谷紀子，丸谷美紀，石川志麻，宮澤早織：保健師自身が価値を実感できる質
の高い保健師活動を成し得る要因．第76回日公衛会抄録集，64（10），615，2017．
17．鶴岡章子，石丸美奈，鈴木美和，鈴木悟子，雨宮有子，安藤智子，鈴木明子，岡田由美子，藤井広美，
原田静香，櫻井しのぶ，佐藤紀子，飯野理恵，宮﨑美砂子：大学連携による保健師業務研究サポート
の成果－業務研究を研究した保健師の成長の視点から－．第20回日本地域看護学会講演集，108，
2017．
18．鈴木美和，石丸美奈，杉田由加里，鈴木悟子，飯野理恵，雨宮有子，原田静香，鶴岡章子，藤井広美，
鈴木明子，岡田由美子，安藤智子，宮﨑美砂子，佐藤紀子，櫻井しのぶ：大学間連携による保健師業
務研究サポートの成果－研究指導担当教員の研究と社会貢献に関わる能力の変化－．第20回日本地域
看護学会講演集，109，2017．
19．杉田由加里，緒方泰子，石丸美奈，田中美延里，石川麻衣，松下光子，藤木美恵子，土屋裕子：自治
体のミドルマネジャー保健師が認識している役割行動．第20回日本地域看護学会講演集，110，2017．
20．飯野理恵，宮﨑美砂子，石丸美奈，時田礼子，杉田由加里，佐藤紀子，岩瀬靖子，栗栖千幸，上田修
代：予防活動の持続・発展のための地域看護実践ガイドVer.１活用と課題．第20回日本地域看護学会
講演集，141，2017．
21．植村直子*，宮﨑美砂子：看護職によるコミュニティグループ支援の中範囲原案の実践事例との照合
による検証．第20回日本地域看護学会講演集，144，2017．
*2016年３月博士後期課程修了
22．松井理恵，佐藤由美，石丸美奈，宮﨑美砂子：保健推進員活動による保健推進員のエンパワメントの
内容とその要因．第20回日本地域看護学会講演集，165，2017．
23．石丸美奈，鈴木悟子，飯野理恵，宮﨑美砂子，杉田由加里，雨宮有子，佐藤紀子，原田静香，櫻井し
のぶ，鶴岡章子，安藤智子，鈴木明子，岡田由美子，藤井広美，鈴木美和：大学間連携による保健師
業務研究サポートを効果的に推進するための教員側の要件．第20回日本地域看護学会講演集，197，
2017．
24．鈴木悟子，石丸美奈，飯野理恵，宮﨑美砂子，杉田由加里，雨宮有子，佐藤紀子，原田静香，櫻井し
のぶ，鶴岡章子，安藤智子，鈴木明子，岡田由美子，藤井広美，鈴木美和：大学間連携による保健師
業務研究サポートを効果的に推進するための保健師側の要件．第20回日本地域看護学会講演集，198，
2017．
25．岩瀬靖子，安藤智子：公衆衛生看護学実習１における家庭訪問と地区踏査プログラムの評価－地域と
共生を基盤とした観点から－．第20回日本地域看護学会講演集，213，2017．
26．安藤智子，岩瀬靖子：公衆衛生看護学実習１のおける家庭訪問と地区踏査プログラムの評価－学生の
学びから－．第20回日本地域看護学会講演集，214，2017．
27．Mina Ishimaru, Kentaro Kubota, Rie Iino, Satoko Suzuki, Misako Miyazaki: Increasing Professional
Engagement: Professional's Role of Realizing Integrated Community„Based Care. International Con-
ference on Nursing Science & Practice，24„25，2017．
28．Mina Ishimaru, Kentaro Kubota: Attitude and perceptions of self„management and health monitoring
of community„ dwelling older„adults participating in residential activities in Japan, Irish Gerontological
Society 65th Annual and Scientific Meeting, 2017
29．Mayuko Tsujimura, Sayuri Suwa, Mina Ishimaru, Atsuko Shimamura, Hiroo Ide, Wenwei Yu, Naonori
Kodate: Developing a questionnaire to understand perceptions towards home„care robots among the el-
derly who receive home„care, family caregivers, and home„care professionals, Irish Gerontological
Society 65th Annual and Scientific Meeting, 2017
30．Sayuri Suwa, Mayuko Tsujimura, Mina Ishimaru, Atsuko Shimamura, Hiroo Ide, Wenwei Yu, Naonori
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Kodate：How do people perceive home„care robots? A questionnaire study with the elderly, family
caregivers, and care professionals in Japan，Irish Gerontological Society 65th Annual and Scientific
Meeting, 2017.
〔報告書〕
＜2017年１月～３月＞
31．宮﨑美砂子，奥田博子，春山早苗，金谷泰宏，吉富望，井口紗織：災害対策における地域保健活動推
進のための管理実践マニュアル実用化研究．厚生労働科学研究費補助金 健康安全・危機管理対策総合
研究事業 平成28年度総括・分担研究報告書（研究代表者 宮﨑美砂子），1„140，2017年３月．
32．石丸美奈：都市型住宅地における集会所を拠点とした「健康交流」促進に関するアクションリサーチ
－地域活動開始期のプロセスと効果－，第５回杉浦地域医療振興助成中間報告書，34，2017年３月．
〔単行書〕
＜2017年１月～３月＞
33．石丸美奈：第１章 発達段階の特性に応じた活動論，Ⅱ成人・高齢者保健福祉活動，1．健康づくり
活動，2．生活習慣病予防活動，最新公衆衛生看護学第２版（2017年版）各論１（宮﨑美砂子他編），
日本看護協会出版会，87„138，2017．
34．宮﨑美砂子：第１章公衆衛生看護学概論Ⅰ公衆衛生看護とは何か．最新公衆衛生看護学第２版（2017
年版）総論（宮﨑美砂子他編），2„23，2017．
35．宮﨑美砂子：第４章公衆衛生看護学研究．最新公衆衛生看護学第２版（2017年版）総論（宮﨑美砂子
他編），332„364，2017．
36．宮﨑美砂子：第３章公衆衛生看護管理活動論Ⅱ行政看護管理活動．最新公衆衛生看護学第２版（2017
年版）各論２（宮﨑美砂子他編），234„256，267„268，2017．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜2017年１月～３月＞
37．石垣和子，金子紀子，大湾明美，曽根志穂，塚田久恵，宮﨑美砂子，山本春江，織田初江，阿部智恵
子，川島和代，浅見洋，角地孝洋：半島地域における保健師活動の特徴．石川看護雑誌，14，71„83，
2017．
38．石丸美奈，久保田健太郎，村井早苗：（パネルディスカッション）住民主体の地域包括ケアシステム
の構築～東千葉実践モデルの発信に向けて～，第16回日本医療マネジメント学会千葉支部学術集会抄
録集，11„12，2017．
＜2017年４月～12月＞
39．高橋秀治，石丸美奈，宮﨑美砂子：生活習慣病予防に向けて学校・企業と連携した市町村保健師のラ
イフスタイルの視点と活動内容．千葉看護学会会誌，23（1），81„89，2017．
40．磯村聰子，楠本真理，鈴木晶子，林敦子，宮﨑美砂子，守田孝恵，山口忍：第５回日本公衆衛生看護
学会学術集会ワークショップ報告「保健師の日常業務を研究にする－倫理的視点を学ぼう－」，日本
公衆衛生看護学会誌，6（1），83„87，2017．
41．石丸美奈，久保田健太郎，大塚眞理子：住民が専門職を巻き込みながら進める地域包括ケア～住民―
行政―大学のパートナーシップによる推進，地域ケアリング，19（10），101„103，2017．
42．石丸美奈：保健・看護分科会シンポジウム－大学保健管理の看護職が行う研究－明日からできる研究
の基礎，4）研究のまとめ方，効果的な発表のしかた，第55回全国大学保健管理協会関東甲信越地方
部会研究集会プログラム，54„56，2017．
43．永田亜希子，坂上明子，眞嶋朋子，佐藤奈保，石橋みゆき，石丸美奈，飯野理恵：交流セッション：
看護実践能力強化のためのシミュレーション教材と評価方法の開発，日本看護教育学会第27回学術集
会プラグラム・講演集，109，2017．
44．石丸美奈，田場由紀，石橋みゆき，辻村真由子：（交流集会）地域包括ケアを担うことのできる看護
－115－
千葉大学大学院看護学研究科紀要 第40号
職者育成のための教育手法，千葉看護学会第23回学術集会講演集，62，2017．
45．宮﨑美砂子：災害支援の仕組みづくりと看護職のリーダーシップ．パネルディスカッション１災害時
の専門職連携におけるリーダーシップの開発と課題，第21回日本看護管理学会学術集会抄録集，146，
2017．
〔研究状況〕
地域看護学領域では，行政サービスを担う保健師の活動方法に焦点をあて，家族や地域で生活する人々
に個別に関わる看護を基盤にしながら，ケア体制作り，地域づくり，行政施策づくりにかかわる公衆衛生
看護の専門知識・技術の開発に取り組んでいる．
宮﨑は，平成28„29年度厚生労働科学研究費補助金を受け「災害対策における地域保健活動推進のため
の管理実践マニュアル実用化研究」に取り組んでいる（12, 31, 45）．また，平成25年度より文部科学省科
学研究費補助金（基盤研究B）を受けて，「予防活動の持続・発展のための地域看護実践ガイドの作成と普
及に関する研究」に取り組んでいる（20）．
石丸は，平成29年度より文部科学省研究費補助金（基盤研究B）を受けて，「地域包括ケアを担う看護職
者育成のための住民と協働したシナリオ学習教材の開発」に取り組んでいる（44）．平成28年度より，杉
浦地域医療振興助成金を得て，「都市型住宅地における集会所を拠点とした“健康交流”促進に関するア
クションリサーチ－地域活動開始期のプロセスと効果－」（研究代表者：石丸美奈）に取り組み，一部継
続している（14, 27, 28, 32, 38, 41）．また，分担研究者として，「自治体のミドルマネジャー保健師の役割
行動指針の作成と学習支援プログラムの構築，（基盤研究B，研究代表者：杉田由加里）（10, 19），そして，
千葉大学グローバルプロミネント研究基幹次世代研究インキュベータに採択された「超高齢社会における
市民－専門職連携型エンドオブライフケア教育研究拠点」（研究代表者：増島麻里子）の研究推進者の一
員として研究プロジェクトに取り組んでいる．平成28年度千葉大学学内研究推進事業リーディング研究候
補課題で実施した，研究課題「介護者から求められる在宅見守りロボットの機能の明確化と実現可能性の
検討－要介護高齢者の権利擁護と看護学、ロボット工学の観点から－」にも取り組んだ（29, 30）．
鈴木は平成29年度より文部科学省科学研究費補助金（若手研究B）を受け，「30歳代男性の生活習慣病予
防のための対話型健康学習支援ツールの開発」に取り組んでいる．飯野は，平成27年度より，文部科学省
科学研究費補助金（基盤研究C）を受け，「住民との共働による生活習慣病予防活動の支援指標の開発」に
取り組んでいる．
訪問看護学専門領域
〔原 著〕
＜2017年１月～３月＞
1． Fujita J, Fukui S, Ikezaki S, Otoguro C, Tsujimura M: Analysis of team types based on collaborative
relationships among doctors, home„visiting nurses, and care managers for effective support of patients
in end„of„life home care. Geriatrics & Gerontology International, 17 (11): 1943„1950, 2017. doi:
10.1111/ggi.12998
2． 辻村真由子，島村敦子，権平くみ子，加瀬千鶴，木暮みどり，河野由紀，津野祥子，鈴木のり子，山
崎潤子，岩田尚子，犬山彩乃，渡邊章子，諏訪さゆり：受け持ち病棟看護師と訪問看護師による退院
後同行訪問の実施（第１報）－病棟看護師の気づきと看護活動の変化－．千大看紀要，39，1„9，
2017．
3． 島村敦子，辻村真由子，権平くみ子，加瀬千鶴，木暮みどり，河野由紀，津野祥子，鈴木のり子，山
崎潤子，岩田尚子，渡邊章子，犬山彩乃，諏訪さゆり：受け持ち病棟看護師と訪問看護師による退院
後同行訪問の実施（第２報）－訪問看護師の気づきと看護活動の変化－．千大看紀要，39，11„19，
2017．
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＜2017年４月～12月＞
4． 渡邊章子，諏訪さゆり：夫と死別した中等度，および重度のアルツハイマー型認知症高齢者の喪の過
程．文化看護学会誌，9（1），1„9，2017．
5． Watanabe A, Suwa S: The mourning process of older people with dementia who lost their spouse. Jour-
nal of Advanced Nursing, 73 (9), 2143„2155, 2017. DOI: 10. 1111/jan. 13286
6． 髙橋眞理奈，諏訪さゆり，松浦美知代，島村敦子，辻村真由子：生活障害へのケアを受けた認知症高
齢者に関する終末期の病みの軌跡の検討－「口から食べること」に焦点を当てて－．こころと文化，
16（2），138„147，2017．
7． Yu W, Nakahata K, Sun G, Namiki A, Suwa S, Tsujimura M, Xie L, Wang J, Huang SY: Efficient ac-
tive sensing with categorized further explorations for a home„behavior„monitoring robot. Journal of
Healthcare Engineering, vol. 2017Article ID 6952695, 16 pages, 2017. doi:10.1155/2017/6952695
〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
8． Iwata N, Suwa S: The timing and candidates for introducing visiting nursing to elderly cancer patients
undergoing outpatient chemotherapy. The 20th East Asia Forum of Nursing Scholars Abstract Book
for Poster Presentation, 42, 2017.
9． Yumoto A*, Suwa S: Home care nursing support for visual hallucinations in dementia with Lewy bo-
dies. The 20th East Asia Forum of Nursing Scholars Abstract Book for Poster Presentation, 48, 2017.
*2017年３月博士後期課程修了
10．Inuyama A, Suwa S: Research on elderly with dementia to continue living alone in Japan －based on
case studies－ The 20th East Asia Forum of Nursing Scholars Abstract Book for Poster Presentation,
51, 2017.
11．諏訪さゆり：看護介護領域における「認知症の人を対象とする研究倫理」の必要性の検討．シンポジ
ウム４：認知症の人を対象とする研究倫理（臨床研究のあり方），臨床倫理．日本臨床倫理学会第５
回年次大会プログラム・抄録集，42„43，2017．
＜2017年４月～12月＞
12．Suwa S, Tsujimura M, Iwata N, Yumoto A, Shimamura A, Nogawa K, Fujita S: Questionnaire survey
on support guidelines for medical/care teams for older dementia patients living at home undergoing
pharmacotherapy for BPSD and their families: A survey for doctors．32nd International Conference of
Alzheimer's disease International Abstract Book（第32回国際アルツハイマー病協会国際会議要旨），
206, 2017.
13．Tsujimura M, Suwa S, Iwata N, Yumoto A, Shimamura A, Nogawa K, Fujita S: Questionnaire survey
on support guidelines for medical/care teams for older dementia patients living at home undergoing
pharmacotherapy for BPSD and their families: A survey for nursing professionals．32nd International
Conference of Alzheimer's disease InternationalAbstract Book（第32回国際アルツハイマー病協会国
際会議要旨），208，2017．
14．Yuasa M, Sugiyama T, Shimada H, Tsujimura M, Shimamura A, Suwa S: Challenges of experienced
nurses in learning dementia nursing: Interviews with nursing educators. 32nd International Conference
of Alzheimer's disease International Abstract Book（第32回国際アルツハイマー病協会国際会議要旨），
392，2017．
15．Yamamoto„Mitani N, Yamahana R, Yoshida S, Ikeda M, Murayama R, Saito N, Tsujimura M, Karasa-
wa K, Takai Y, Takemura Y, Kamibeppu K, Noguchi„Watanabe M: Developing a case study research
method using phenomenology and grounded theory: Elucidating nursing practice knowledge. 13th In-
ternational Congress of Qualitative Inquiry, 2017.
16．辻村真由子，諏訪さゆり，湯本晶代，岩田尚子，島村敦子，能川琴子，藤田伸輔：在宅認知症高齢者
の薬物療法支援指針に関するアンケート調査－薬剤師を中心に－．日本認知症ケア学会誌，16（1），
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173，2017．
17．諏訪さゆり，辻村真由子，湯本晶代，岩田尚子，島村敦子，能川琴子，藤田伸輔：在宅認知症高齢者
の薬物療法支援指針に関するアンケート調査－介護支援専門員を中心に－．日本認知症ケア学会誌，
16（1），186，2017．
18．諏訪さゆり，辻村真由子，湯本晶代，岩田尚子，島村敦子，能川琴子，藤田伸輔：在宅認知症高齢者
の薬物療法支援指針に関するアンケート調査－医師、薬剤師、看護職を対象として－．日本老年看護
学会第22回学術集会抄録集，130，2017．
19．英香代子，辻村真由子，山本則子：誤嚥性肺炎を繰り返す高齢者の再入院を予防する訪問看護支援－
経口摂取を望む配偶者が介護する老老介護の事例－：日本老年看護学会第22回学術集会抄録集，140，
2017．
20．福井小紀子，藤田淳子，乙黒千鶴，池崎澄江，辻村真由子，岩原由香，池田良輔子：地域終末期ケア
を支える医療介護連携マニュアルの有効性第３報：連携マニュアルの介入効果．第19回日本在宅医学
会大会プログラム・講演抄録集，123，2017．
21．藤田淳子，乙黒千鶴，福井小紀子，岩原由香，池田良輔子，池崎澄江，辻村真由子：地域終末期ケア
を支える医療介護連携マニュアルの有効性第１報：終末期の医療介護連携マニュアルの作成．第19回
日本在宅医学会大会プログラム・講演抄録集，134，2017．
22．辻村真由子，福井小紀子，藤田淳子，乙黒千鶴，池崎澄江，岩原由香，池田良輔子：地域終末期ケア
を支える医療介護連携マニュアルの有効性第２報：連携マニュアル使用前の終末期ケアにおける多職
種連携の理解・認識と行動．第19回日本在宅医学会大会プログラム・講演抄録集，134，2017．
23．飯田貴映子*，辻村真由子，酒井郁子：看護系大学における海外発信力強化のための取り組み：実践
報告．第３回学術英語学会研究大会，2017．
*2017年８月まで本研究科教員
24．岩田尚子，諏訪さゆり：外来化学療法を受ける高齢がん患者が訪問看護を利用する意義．第22回日本
在宅ケア学会学術集会抄録集，111，2017．
25．辻村真由子，諏訪さゆり，小舘尚文：アイルランドにおける高齢者の自宅での生活を支える医療・福
祉専門職の活動とケアサービス：第22回日本在宅ケア学会学術集会抄録集，184，2017．
26．山本則子，山花令子，野口麻衣子，池田真理，辻村真由子，柄澤清美，吉田滋子，上別府圭子：【交
流集会】家族看護実践の事例研究を考える（2）：「日本の現場発看護学」の開発を目指す事例研究ワー
クショップ．日本家族看護学会第24回学術集会プログラム・抄録集，66，2017．
27．大谷紗央里，諏訪さゆり，辻村真由子，能川琴子：日記に綴られてきた認知症の人の思い．千葉看第
23回学術集会集録，33，2017．
28．川上奈々，諏訪さゆり，辻村真由子，能川琴子：統合失調症を有する利用者を地域で支えていく上で
訪問看護師が抱く困難とその対処．千葉看第23回学術集会集録，34，2017．
29．寺田眞弥，辻村真由子，諏訪さゆり，能川琴子：新卒訪問看護師が経験した困難、困難への対処、お
よび有効な支援－新卒育成プログラムを受けた訪問看護師の聞き取り調査から－．千葉看第23回学術
集会集録，35，2017．
30．石丸美奈，田場由紀，石橋みゆき，辻村真由子：【交流集会】地域包括ケアを担うことのできる看護
職者育成のための教育手法．千葉看第23回学術集会集録，62，2017．
31．齋藤凡，野口麻衣子，山花令子，辻村真由子，池田真理，山本則子：現場発看護学の実践知の集積を
目指した事例研究（1） ：事例研究の科学性についての検討：日本質的心理学会第14回大会抄録集，
60，2017．
32．諏訪さゆり：認知症ケアの理念を実現するための家族と専門職のニーズ．千葉市産業振興財団平成29
年度第２回ビジネス交流会，2017．
33．鈴木崇真，根本卓也，仲畑圭吾，辻村真由子，諏訪さゆり，兪文偉：認知症高齢者の生活機能モニタ
リング．千葉市産業振興財団平成29年度第２回ビジネス交流会，2017．
34．Saeki K, Suwa S: Difficulties of nurses involved with families making proxy decision on AHN at elderly
care facilities, 18th Nursing Ethics Conference and 3rd International Ethics in Care Conference, Con-
ference Book, 118„119, 2017.
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35．Suwa S, Tsujimura M, Ishimaru M, Shimamura A, Ide H, Yu W, Kodate N: How do people perceive
home„care robots? A questionnaire study with the elderly, family caregivers, and care professionals in
Japan．65th Annual and Scientific Meeting of the Irish Gerontological Society, Age and Aging，46
(Supplement 3)，iii5，2017.
36．Tsujimura M, Suwa S, Ishimaru M, Shimamura A, Ide H, Yu W, Kodate N：Developing a question-
naire to understand perceptions towards home„care robots among the elderly who receive home„care,
family caregivers, and home„care professionals．65th Annual and Scientific Meeting of the Irish
Gerontological Society, Age and Aging，46 (Supplement 3)，iii23，2017.
37．Watanabe A, Suwa S: Case studies on the bereavement process of older people with dementia who lost
their husband unexpectedly. TNMC & WANS International Nursing Research Conference, Supple-
ment, 83, 2017.
38．Iida K*, Ikezaki S, Tsujimura M, Masujima M:【招聘講演】Frailty and end„of„life care for com-
munity„dwelling older people in Japan: From nursing perspective. 3rd Asian Conference for Frailty and
Sarcopenia (ACFS 2017) Program & Symposium Abstract Book，95, 2017.
*2017年８月まで本研究科教員
39．佐伯恭子，諏訪さゆり：認知症の人を対象としたRandomized Controlled Trialによる研究の倫理的配
慮に関する文献研究－日本国内の研究論文を中心に－，第29回日本生命倫理学会年次大会予稿集，99，
2017．
40．山本則子，齋藤凡，吉田滋子，山花令子，村山陵子，辻村真由子，池田真理，柄澤清美，榊原哲也，
野口麻衣子：【交流集会】「日本の現場発看護学」の構築を目指した事例研究方法の開発第２報：質的
研究方法との関連と科学性の検討．第37回日看科会学術集会講演集，2017．
41．久長正美*，諏訪さゆり，辻村真由子：有料老人ホームにおける他職種連携についての看護活動に関
する一考察．第37回日看科会学術集会講演集，2017．
*2017年３月博士前期課程修了
42．吉本照子，辻村真由子，長江弘子：新人訪問看護師育成プログラムの訪問看護事業所の教育力強化に
対する効果．第37回日看科会学術集会講演集，2017．
43．Tsujimura M, Suwa S, Shimamura A, Ishimaru M, Ide H, Yu W, Kodate N: What are the desired fun-
ctionalities of home„care robots? A cross„sectional survey among older people, family caregivers, and
home„care professionals in Japan．The 7th Hong Kong International Nursing Forum Concurrent Ses-
sions Abstracts, 2017.
〔単行書〕
＜2017年１月～３月＞
44．諏訪さゆり：第Ⅵ章さまざまな対象者への在宅看護 2．認知症高齢者への在宅看護．石垣和子，上野
まり編，看護学テキストNiCE 在宅看護論（改訂第２版）自分らしい生活の継続をめざして．南江堂，
147„156，2017．
45．辻村真由子：第Ⅲ章在宅看護の法的基盤とシステム 7．居宅等における医行為の特徴と課題．石垣和
子，上野まり編，看護学テキストNiCE 在宅看護論（改訂第２版）自分らしい生活の継続をめざして．
南江堂，65„68，2017．
46．辻村真由子：第Ⅷ章ヘルスアセスメントと看護技術②－在宅療養支援2．排泄支援．石垣和子，上野
まり編，看護学テキストNiCE 在宅看護論（改訂第２版）自分らしい生活の継続をめざして．南江堂，
301„310，2017．
47．辻村真由子：第Ⅹ章諸外国の在宅看護４．フィンランドの在宅看護．石垣和子，上野まり編，看護学
テキストNiCE 在宅看護論（改訂第２版）自分らしい生活の継続をめざして．南江堂，386„389，
2017．
48．能川琴子*，諏訪さゆり，辻村真由子：第３章現場の声を聞いて現場との密な連携をめざして－教育
機関の立場から現場との連携を重視した“在宅看護”実習の展開－“新卒訪問看護師”の育成まで見
据えて．清水準一，柏木聖代，川村佐和子編，教員・訪問看護師・学生すべてが活用できる在宅看護
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の実習ガイド 事例とSTEPで可視化・言語化する．日本看護協会出版会，34„38，2017．
*2017年３月まで本研究科教員
49．諏訪さゆり，渡邊祐紀，諏訪浩：第２章医学的検査と心理検査 １節医学的検査．出口禎子，松本圭
子，鷹野朋美編，ナーシング・グラフィカ精神看護学②精神障害と看護の実践（改訂第４版）．メデ
ィカ出版，90„96，2017．
〔総説・単報・実践報告・資料・その他〕
＜2017年１月～３月＞
50．石橋みゆき，眞嶋朋子，岡田忍，小宮山政敏，坂上明子，石丸美奈，仲井あや，能川琴子，小澤治美，
島村敦子：千葉大学看護学部カリキュラム改正のプロセス－教育目標の再構成と卒業時到達目標の設
定－．千大看紀要，39，43„49，2017．
＜2017年４月～12月＞
51．辻村真由子：学術集会報告 分科会Ⅱ文化的視点をもった研究について 著者の立場から．文化看護
学会誌，9（1），27，2017．
52．德田真由美，辻村真由子，石垣和子：沖縄に暮らす高齢者の排泄に関する意識調査．石川看護雑誌，
14，121„126，2017．
53．仲畑圭悟，鈴木崇真，根本卓也，辻村真由子，諏訪さゆり，兪文偉：移動ロボットによる在宅日常生
活モニタリング．地域ケアリング，19（11），90„93，2017．
54．辻村真由子：訪問看護師による一人暮らし高齢者の家族支援指針の開発．平成27年度文部科学省科学
技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニシアチブ（連携型）女性研究者研究紹介千
葉大学・東邦大学・放射線医学総合研究所．74，2017．
55．諏訪さゆり：高齢者を支える家族の負担．高齢者のための精神科医療．精神科治療学，32増刊号，
22„27，2017．
〔研究状況〕
平成29年３月に能川助教が転出した．
訪問看護学領域では，地域で生活する高齢者や認知症を有する在宅療養者に焦点を当て研究を行ってい
る．今年度は，フィンランドおよびアイルランドにおいて，認知症ケア教育・研究に関するインタビュー
調査を実施した．「看護基礎教育課程における認知症看護実践能力修得に向けたカリキュラムの開発」（平
成29年度～32年度科学研究費助成事業（基盤研究（C）），研究代表者：湯浅美千代）に諏訪は研究分担者，
辻村は連携研究者として取り組んだ．「地域包括ケアを担う看護職者育成のための住民と協働したシナリ
オ学習教材の開発（平成29年度～32年度科学研究費助成事業（基盤研究（B）），研究代表者：石丸美奈）
に諏訪と辻村は分担研究者として参画した．
諏訪と辻村は，千葉大学フロンティア医工学センターの兪文偉教授（ロボット工学），アイルランド国
立大学ダブリン校の小舘尚文専任講師らとの共同研究の成果を，論文発表および学会発表にて公表した．
今年度，ファイザーヘルスリサーチ振興財団第26回（2017年度）国際共同研究助成「高齢者の在宅見守り
ロボットの開発研究と社会実装における倫理的課題」（研究代表者：諏訪さゆり），平成29年度千葉大学研
究費獲得促進プログラム（多様型Ａ），平成29年度千葉大学人工知能等関連研究支援プログラムに採択さ
れ，アイルランド国立大学ダブリン校，フィンランドセイナヨキ応用科学大学との国際共同研究を推進し
ている．
諏訪は，研究代表者として「BPSDの薬物療法を実施している在宅認知症高齢者と家族のための支援指
針の開発」（平成25～28年度科学研究費助成事業（基盤研究（B））を実施した．さらに「生活障害のケア
の体系化と認知症高齢者の病みの軌跡の解明」（平成28～30年度科学研究費助成事業（挑戦的萌芽研究））
に研究代表者として取り組んでいる．また，日本臨床倫理学会において，「認知症の人を対象とした研究
倫理ガイドライン作成ワーキンググループの構成員として参画している．認知症介護研究・研修仙台セン
ターにおける「認知症の家族等介護者支援に関する調査研究事業」研究事業委員会（ガイドライン委員会）
委員として，家族介護者支援のガイドライン開発にも取り組んでいる．
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辻村は，研究代表者として「訪問看護師による一人暮らし高齢者の家族支援指針の開発」（平成28～30
年度科学研究費助成事業（基盤研究（C））を推進している．また，研究分担者として，「生活障害のケア
の体系化と認知症高齢者の病みの軌跡の解明」（平成28～30年度科学研究費助成事業（挑戦的萌芽研究），
研究代表者：諏訪さゆり），「新人訪問看護師の実践力向上に向けた自己決定的学習を促す学習支援ツール
の開発と検証」（平成26～29年度科学研究費助成事業（基盤研究（B）），研究代表者：吉本照子）等に参画
している．さらに，平成29年度千葉大学リーディング研究育成プログラム「超高齢社会における市民－専
門職連携型エンドオブライフケア教育研究拠点」（推進責任者：増島麻里子）の中核推進者メンバーとし
て活動し，ファイザーヘルスリサーチ振興財団第25回（2016年度）国際共同研究助成「高齢者施設におけ
るエンドオブライフケアコンピテンシー：日韓泰国際比較研究」（研究代表者：飯田貴映子）において，
ソウル国立大学看護学部Sunghee H Tak教授，コンケン大学看護学部Busaba Somjaivong准教授らとの共
同研究を実施した．
理論看護学専門領域
〔学会発表抄録〕
＜2017年４月～12月＞
1． 高橋幸子，片桐智子，錢淑君，山岸仁美，戸田肇，河部房子，斉藤しのぶ，前田隆，嘉手苅英子：
「看護基礎教育課程における統合実習」実践事例（その３）看護のアート＆サイエンスの実現を目指
して．日本看護学教育学会誌，27，198，2017．
2． 錢淑君，片桐智子，丸山香織，山岸仁美，高橋幸子，河部房子，斉藤しのぶ，前田隆：「看護基礎教
育課程における統合実習」実践事例の検討（その２）ナースサイエンティストの育成を目指して．日
本看護学教育学会誌，27，197，2017．
3． 片桐智子，丸山香織，錢淑君，山岸仁美，戸田肇，高橋幸子，河部房子，斉藤しのぶ，前田隆：「看
護基礎教育課程における統合実習」実践事例（その１）看護のアート＆サイエンスの育成を目指して．
日本看護学教育学会誌，27，197，2017．
4． 丸山香織，片桐智子，錢淑君，山岸仁美，戸田肇，高橋幸子，河部房子，斉藤しのぶ，前田隆：統合
実習の評価基準構築に向けた統合実習に関する文献の動向．日本看護学教育学会誌，27，196，2017．
5． 中村友紀，松田知佳，小坂直子，山本利江：臨地実習における看護学生の看護過程および看護周辺の
認識．千葉看第23回学術集会講演集，36，2017．
6． 池田結，小坂直子，阿部由喜湖，永田亜希子，山本利江：基礎教育課程修了間近の学生が捉える，臨
地実習時の看護上未解決な問題に対する主観的な解決状況．千葉看第23回学術集会講演集，56，2017．
7． 松田知佳：看護理論を看護実践に活用することの難しさ．宮崎県立看護大学看護学研究会第11回学術
集会集録，52，2017．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜2017年４月～12月＞
8． 山本利江：看護技術教育の変化と本質 看護技術教育における看護一般の意識的適用．日本看護学教
育学会誌，27，76，2017．
9． 永田亜希子，坂上明子，佐藤奈保，石橋みゆき，石丸美奈，飯野理恵：交流セッション16；看護実践
力強化のためのシミュレーション教材と評価方法の開発．日本看護学教育学会誌，27，109，2017．
〔研究状況〕
本教育研究分野では，理論看護学の立場からナイチンゲール看護論を学問的に追及し，その継承・発展
を目指した教育・研究活動を行っている．
山本は，文部科学省科学研究費補助金を受けた「高度先進医療施設における東洋医学系統の診療科にお
ける外来看護の構築」，「看護実践能力の向上に向けた看護学生版リフレクション・フレームワークの開
発」，「看護基礎教育課程における統合実習の評価基準構築に向けた実践事例集の作成」（1，2，3，4）に
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取り組んだ．また，「看護職の生涯にわたるキャリア発達を支援する体系的研修プログラムの構築」にも
継続して取り組んでいる．永田は，代表者として，文部科学省科学研究費補助金を受けた「看護師を対象
とした「動養プログラムの開発」に継続して取り組んでいる．
看護基本技術教育における変化と本質についての講演，教材や評価方法についてのセッションを行った
（8，9）．そのほか，「臨地実習における看護学生の看護過程および看護周辺の認識」，「基礎教育課程修了
間近の学生が捉える，臨地実習時の看護上未解決な問題に対する主観的な解決状況」，「看護理論を看護実
践に活用することの難しさ」に取り組んだ．
看護教育学専門領域
〔原 著〕
＜2017年１月～３月＞
1． 山品晴美，舟島なをみ*，中山登志子：看護チームにおける看護師間相互行為に関する研究－病棟の
勤務帯リーダーとメンバーニ者間に着眼して－．看護教育学研究，26（1），9„21，2016．
2． 伊勢根尚美，舟島なをみ*，中山登志子：看護学実習に携わる看護師の行動に関する研究－病院をフ
ィールドとする実習に焦点を当てて－．看護教育学研究，26（1），39„54，2016．
*2017年３月まで本研究科教員
〔学会発表抄録〕
＜2017年４月～12月＞
3． 金谷悦子，舟島なをみ*，中山登志子：看護職者のための研究倫理行動自己評価尺度の開発と有効性
の検証－看護職者の研究倫理行動の質改善に向けて－．第27回日本看護教育学学会学術集会講演集，
8„9，2017．
4． 渡辺健太郎，舟島なをみ*，中山登志子：看護単位別学習会の企画・運営に伴う困難とその克服法－
院内教育の質向上を目指して－．第27回日本看護教育学学会学術集会講演集，10„11，2017．
5． 中山登志子，舟島なをみ*：実習指導者が直面する問題の解明．日看研誌40（3），296，2017．
6． 山品晴美，舟島なをみ*，中山登志子：「医療安全行動自己評価尺度－助産師用－」の開発．第48回日
看会抄録（ヘルスプロモーション），155，2017．
7． 山澄直美，舟島なをみ*，中山登志子：「研修デザイン評価スケール－院内教育用－」の開発－信頼性・
妥当性の検証－．第48回日看会抄録（看護管理），435，2017．
8． Naomi Yamasumi, Naomi Funashima*, Toshiko Nakayama: Development of the Course Design of
In„Service Education Evaluation Scale: An Initial Report. International Nursing Research Conference
2017, Thailand, 2017.
9． 山下暢子，舟島なをみ*，中山登志子：「看護学生のための問題自己診断尺度－看護学実習用－」の開
発（信頼性・妥当性の検証）．第37回日看科会学術集会，仙台，2017．
10．中山登志子，舟島なをみ*：「授業過程評価スケール（教養教育用）」の開発－質の高い教養教育の授
業展開を目指して－．第37回日看科会学術集会，仙台，2017．
*2017年３月まで本研究科教員
〔報告書〕
＜2017年１月～３月＞
11．千葉大学大学院看護学研究科看護教育学専門領域研究推進コース編：看護教育学の構築と発展－その
活動の軌跡－．第9号，2017．
〔研究状況〕
看護教育学専門領域は，看護基礎教育，看護卒後教育，看護継続教育の３領域にわたり研究活動を展開
し，その成果を公表した．
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【看護基礎教育】
看護学実習中の学生の問題解決支援に向け，2013年度より助成を受けている学術研究助成基金助成金
「看護学実習における自律的学習推進システムの完成と普及－問題自己診断尺度を加えて－」（基盤研究
（C））（研究代表者：山下暢子，研究分担者：舟島なをみ，中山登志子）の成果として，「看護学生のため
の問題自己診断尺度－看護学実習用－」を開発した（9）．また，2015年度より助成を受けている学術研究
助成基金助成金「教養教育授業評価スケールの開発と有効性検証－授業改善システムの構築に向けて－」
（挑戦的萌芽研究）（研究代表者：舟島なをみ，研究分担者：中山登志子他）の成果として，教養教育の授
業の「過程」の質を測定する「授業過程評価スケール（教養教育用）」を開発した（10）．さらに，教養教
育の授業の「デザイン」の質を測定できる「授業デザイン評価スケール（教養教育用）」を開発し，その
公表に向け，分析結果をまとめている．
【看護卒後教育】
2015年度より助成を受けている学術研究助成基金助成金「研究指導能力向上のための『研究指導評価ス
ケール－看護学修士論文用－』の開発」（基盤研究（C））（研究代表者：松田安弘，研究分担者：舟島なを
み，中山登志子）の推進に向け，博士前期課程（修士課程）の大学院生が知覚する教員の「良い指導」
「良くない指導」を問うデータの収集を完了した．引き続き，分析を進めている．
また，看護教育学専門領域は，2008年４月より，看護教育学を専攻した博士後期課程修了生を対象に
「研究推進コース」を開講し，活動を継続している．これは，ポスト・ドクトラル・コースとして機能す
るとともに，看護卒後教育の質向上に向け研究指導能力の向上をめざす活動であり，2016年度の活動の成
果を報告書としてまとめた（11）．
【看護継続教育】
病棟の看護チームの機能の発揮，維持，向上を導く看護職者の育成に向け，看護師がチームの一員とし
て展開するリーダー，メンバー間の相互行為パターンを解明した（1）．また，院内研修の一環として行わ
れる分散教育の質向上に向け，看護職者が直面する看護単位別学習会の企画・運営に伴う困難と克服法を
解明した（4）．さらに，学術研究助成基金助成金「院内研修評価モデルの開発－総合的評価による院内教
育の確実な質改善に向けて－」（基盤研究（C））（研究代表者：山澄直美，研究分担者：舟島なをみ，中山
登志子）の成果として，「研修デザイン評価スケール－院内教育用－」を開発（7，8）し，現在，この尺
度の運用ガイドを検討している．
2015年度より助成を受けている学術研究助成基金助成金「医療事故防止のための『看護職包括型患者安
全教育推進システム』の開発」（基盤研究（B））（研究代表者：舟島なをみ，研究分担者：中山登志子他）
の成果として，「医療安全行動自己評価尺度－助産師用－」を開発した（6）．また，看護師長および実習
指導者が医療安全行動を評価できる尺度の開発に向け分析とデータ収集を進めるとともに，プリセプター
の医療事故防止行動を解明する分析を終え，信頼性を検討している．
実習指導に向けては，看護学実習に携わる看護師に着目し，その行動を表す概念を創出し，看護師が実
習指導の際の指標とすることを可能にした（2）．また，学術研究助成基金助成金「臨地実習指導者の問題
診断克服型教育プログラムの開発」（基盤研究（C））（研究代表者：中山登志子，研究分担者：舟島なをみ）
の成果として，実習指導者が直面する問題を解明（5）するとともに，これに基づき実習指導者が自身の
直面する問題を診断できる尺度の開発に向け分析結果をまとめている．
加えて，看護専門職者としての研究活動に着眼し，研究における倫理的行動の質の改善に向け，研究に
携わる看護職者が研究倫理行動を自己評価するための尺度を開発した（3）．
災害看護学教育研究分野
〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
1． 岩崎弥生：看護における地域文化の影響．文化看護学会第9回学術集会，2017．
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2． Maharjan, S. & Iwasaki, Y.: Attitude and caregiving practice among families of people with schizophre-
nia in Nepal. 20th EAFONS Abstract Book Oral Presentation, 38, 2017.
＜2017年４月～12月＞
3． 関口貴恵、岩崎弥生：病院における防災教育プログラムの開発過程に関するケース・スタディ．日本
災害看護学会誌，19（1），101，2017．
4． 中島麻紀、岩崎弥生：東日本大震災後の宮城県における子どもの生活と生活環境～母親が認識した変
化と困難や工夫．日本災害看護学会誌，19（1），107，2017．
5． Takako Ito, Hiwa Zrar Jaff, Eva Said: Assessment of Working Environment and Own Capabilityby
Care Providers in A Hospital at Conflict Area －A Case of Pediatric Oncology Ward in Republic of
Iraq－．日本国際看護学会第１回学術集会，42，2017．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜2017年１月～３月＞
6． 岩崎弥生（2017）千葉大学大学院看護学研究科における留学生の受入．日本看護系大学協議会
（JANPU）国際交流推進委員会研修会：看護系大学における国際コミュニケーション力の向上を目指
して～先駆的な取り組み例から学ぶ～，聖路加看護大学：2017年３月25日．
＜2017年４月～12月＞
7． 岩崎弥生（2017）．「文化的視点」から看護現象を読み解く：査読者の立場から．文化看護学会誌，9
（1），28．
〔研究状況〕
本講座では，国内外における災害看護の質向上を目指して，防災・減災に関する看護支援の開発に取り
組んでいる．具体的な研究課題は，自然災害復興期におけるメンタルヘルス支援の開発，災害時支援にか
かる看護職へのブリーフィング・デブリーフィングガイドラインの検討，高齢者の災害への備えの主体的
取り組みを促す支援，地域と病院との連携による防災教育プログラム，難民の子どものウェルビーングの
促進，仮設住宅における住民と看護職の協働，ネパール地震における妊産婦の支援ニーズ，災害の各フェー
ズにおける被災女性の困難と対応策，紛争地域における病院での看護師のセルフアセスメント（5），日本
における難民の就労・生活・健康などである．今年度発表に至った研究課題は，日本大震災後の子どもの
生活に関する研究（3）と，病院における防災教育の開発（4），紛争地域における病院での看護師のセル
フアセスメント（5）である．
その他，異文化看護に関する研究成果に基づいて，看護における地域文化の影響について（1），及び看
護現象を読み解く「文化的視点」について解説した（7）．また，本看護学研究科における国際プログラム
の開発・運営の実績をもとに、留学生の受入に関する現状と課題を発表した（6）．さらに，ネパールにお
ける統合失調症者の親の態度とケア提供に関する研究成果を発表した（2）．
病院看護システム管理学領域
〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
1． 早坂和恵，佐々木千幸，村田長子，宮崎春美，武藤正美，栗原美穂，手島恵，飯田貴映子*：がん専
門病院における新人看護師の患者看取り経験に対する教育・支援の評価．日本がん看護学会誌，31
Suppl，160，2017．
＜2017年４月～12月＞
2． Iida K* Teshima M, Yoshida C, Shida K, Katsuyama K：Evaluation of an outreach support program
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for directors of nursing of small„ to mid„sized hospitals in Japan．International Council of Nurses Con-
gress 2017，Barcelona Spain，2017．
3． 飯田貴映子*，辻村真由子，酒井郁子：看護系大学における海外発信力強化のための取り組み：実践
報告．学術英語学会第３回研究大会，
4． 加藤恵子，池田葉子，中村加奈子，高井今日子，柳橋礼子，手島恵，飯田貴映子*：社会や組織の変
化に対応した院内教育プログラムの再構築．222，第21回日本看護管理学会学術集会，横浜，2017．
5． 勝山貴美子，吉田千文，志田京子，飯田貴映子*，手島恵：中小規模病院のネットワーク構築の実態
と教育体制整備との関連．227，第21回日本看護管理学会学術集会，横浜，2017．
6． 梅野直美，斉藤恭子，若林稲美，手島恵，飯田貴映子*：看護師長のマネジメント力開発―看護師長
によるスタッフ承認の評価―．240，第21回日本看護管理学会学術集会，横浜，2017．
7． 矢崎久妙子，安田恵美子，手島恵，飯田貴映子*：特定機能病院の小児看護領域における退院支援能
力の明確化と獲得支援．272，第21回日本看護管理学会学術集会，横浜，2017．
8． 森脇佳子，小野まゆみ，吉川孝子，手島恵，飯田貴映子*：急性期病院における地域包括ケア推進へ
の取り組み―がん患者の意思決定支援のための看護プロファイルの開発と導入後の組織変化―．319，
第21回日本看護管理学会学術集会，横浜，2017．
9． 小見山智恵子，北原良子，吉井栄子，相馬光代，手島恵，飯田貴映子*：看護師がキャリア発展の意
識を持って働き続けられる職場づくりのための多角的な方略の実施と評価．338，第21回日本看護管
理学会学術集会，横浜，2017．
10．手島恵：教育講演 コミュニティで実践する看護のためのポジティブ・マネジメントの実際，第21回
看護総合学術集会，札幌，2017．
11．Iida K*, Ikezaki S, Tsujimura M, Masujima M: Frailty and end„of„life care for community„dwelling ol-
der people in Japan: from Nursing perspective．3rd Asian Conference for Frailty and Sarcopenia
Korea, 2017．
12．手島恵：特別講演 看護のためのポジティブ・マネジメント，第18回富山大学看護学会，富山，2017．
〔報告書〕
＜2017年１月～３月＞
13．手島恵，吉田千文，志田京子，勝山貴美子，飯田貴映子*，神野正博：厚労科学研究費補助金 地域
医療基盤開発推進研究事業 アウトリーチ（訪問）型看護管理能力支援モデルの検証に関する研究．
平成28年度総合研究報告書，2017．
14．手島恵，吉田千文，志田京子，勝山貴美子，飯田貴映子*：平成28年度厚生労働行政推進調査事業費
補助金地域医療基盤開発推進研究事業中小規模病院看護管理支援事業ガイドライン．厚生労働省サイ
ト公開，http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000157790.html, 2017.
*2017年８月まで在籍．
〔著 書〕
15．手島恵（監）：看護者の基本的責務，日本看護協会出版会，2017．
〔研究状況〕
手島と飯田は，厚労科学研究費補助金地域医療基盤開発推進研究事業 アウトリーチ（訪問）型看護管
理能力支援モデルに関する研究を実施し，その成果である中小規模病院看護管理支援事業ガイドラインが
厚生労働省のHPに収載された．
飯田は，研究代表者として高齢者長期ケア施設における看護職の入職・定着・離職に関連する要因の概
念化に取り組んできた．また，日・韓・タイの研究者とともに高齢者施設におけるエンドオブライフケア
コンピテンシーの作成に取り組んでいる．Vice„Chancellor's Research Studentshipによる助成を得て，北
アイルランドUlster大学博士課程に入学するため８月31日付で退職した．
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地域看護システム管理学領域
〔原 著〕
＜2017年４月～12月＞
1． 清水みどり，吉本照子，杉田由加里：摂食嚥下機能低下を認める特別養護老人ホーム入所者の経口摂
取支援のための看護職役割行動指標の作成 看護－介護連携に着目して，千葉看会誌，23（1），
11„20，2017．
2． 上原たみ子，吉本照子，杉田由加里：高齢者虐待に対する地域包括支援センター看護職の支援行動指
標の開発，千葉看会誌，23（1），33„42，2017．
3． 和住淑子，野地有子，黒田久美子，錢淑君，鈴木友子，北池正，吉本照子：看護学教育におけるFD
マザーマップの開発，千大看紀要，39，21„26，2017．
〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
4． 杉田由加里，緒方泰子，石丸美奈，田中美延里，石川麻衣，土屋裕子，藤木美恵子：わが国の行政保
健師の人材育成に関する文献検討．第５回日本公衆衛生看護学会学術集会講演集，145，2017．
＜2017年４月～12月＞
5． 小熊亜希子，吉本照子，杉田由加里：介護老人保健施設入居者の身体状態に即した肺炎ケアを促す看
護モデルの開発．日本老年看護学会第22回学術集会抄録集，167，2017．
6． 杉田由加里，緒方泰子，石丸美奈，田中美延里，石川麻衣，藤木美恵子，土屋裕子：自治体のミドル
マネジャー保健師が認識している役割行動．日本地域看護学会第20回学術集会講演集，110，2017．
7． 鶴岡章子，石丸美奈，鈴木美和，鈴木悟子，雨宮有子，安藤智子，鈴木明子，岡田由美子，藤井広美，
原田静香，櫻井しのぶ，佐藤紀子，飯野理恵，杉田由加里，宮﨑美砂子：大学間連携による保健師業
務研究サポートの成果－業務研究を経験した保健師の成長の視点から－，日本地域看護学会第20回学
術集会講演集，108，2017．
8． 鈴木美和，石丸美奈，杉田由加里，鈴木悟子，飯野理恵，雨宮有子，原田静香，鶴岡章子，藤井広美，
鈴木明子，岡田由美子，安藤智子，宮﨑美砂子，佐藤紀子，櫻井しのぶ：大学間連携による保健師業
務研究サポートの成果－研究指導担当教員の研究と社会的貢献に関わる能力の変化－，日本地域看護
学会第20回学術集会講演集，109，2017．
9． 飯野理恵，宮﨑美砂子，石丸美奈，時田礼子，杉田由加里，佐藤紀子，岩瀬靖子，栗栖千幸，上田修
代：予防活動の持続・発展のための地域看護実践ガイドVer.１の活用と課題．日本地域看護学会第20
回学術集会講演集，141，2017．
10．石丸美奈，鈴木悟子，飯野理恵，宮﨑美砂子，杉田由加里，雨宮有子，佐藤紀子，原田静香，櫻井し
のぶ，鶴岡章子，安藤智子，鈴木明子，岡田由美子，藤井広美，鈴木美和：大学間連携による保健師
業務研究サポートを効果的に推進するための教員側の要件．日本地域看護学会第20回学術集会講演集，
197，2017．
11．鈴木悟子，石丸美奈，飯野理恵，宮﨑美砂子，杉田由加里，雨宮有子，佐藤紀子，原田静香，櫻井し
のぶ，鶴岡章子，安藤智子，鈴木明子，岡田由美子，藤井広美，鈴木美和：大学間連携による保健師
業務研究サポートを効果的に推進するための保健師側の要件．日本地域看護学会第20回学術集会講演
集，198，2017．
12．杉田由加里，井出成美，石川麻衣：生活習慣病予防に向けた保健指導質問票の作成．千葉看第23回学
術集会講演集，46，2017．
13．杉田由加里，緒方泰子，石丸美奈，田中美延里，石川麻衣，松下光子，土屋裕子，藤木美恵子：自治
体のミドルマネジャー保健師に期待される役割行動とは？ 千葉看第23回学術集会講演集，62，2017．
14．水村純子，吉本照子：地域包括支援センターにおける多職種協働を促すためのケースカンファレンス
基準の活用 活用のための研修プログラムの作成，実施および検証．第22回日本在宅ケア学会学術集
会抄録集，217，2017．
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15．杉田由加里，井出成美，石川麻衣，石川みどり：後期高齢者の健康増進に向けた保健指導におけるア
セスメント．第76回日本公衆衛生学会総会抄録集，511，2017．
16．石田美由紀，吉本照子，杉田由加里：Ａ市における特定保健指導の充実に向けた行政と関係機関の役
割行動基準の作成．第76回日本公衆衛生学会総会抄録集，436，2017．
17．井上雄介，加藤勇太，杉田由加里，斎藤雅文，廣田直子：Prader„willi症候群患児・患者の親へのサ
ポートに関するニーズ調査．第76回日本公衆衛生学会総会抄録集，551，2017．
18．杉田由加里，緒方泰子，石丸美奈，田中美延里，石川麻衣：管理的立場にある看護職の役割遂行をめ
ざした学習を促進する条件に関する文献検討．第37回日本看護科学学会学術集会，2017．
19．和住淑子，吉本照子，吉田澄恵，野地有子，黒田久美子，錢淑君：看護系大学における教育の質改善
への取り組みの特徴と背景要因との関連．第37回日本看護科学学会学術集会，2017．
20．吉田澄恵，吉本照子，黒田久美子，和住淑子，野地有子，錢淑君，櫻井友子：全国の大学における看
護学教育の継続的質改善（CQI）活動の実態と促進要因．第37回日本看護科学学会学術集会，2017．
21．黒田久美子，吉田澄恵，櫻井友子，吉本照子，和住淑子，野地有子，錢淑君：看護学教育の質確保の
ための取り組みと課題－「到達目標2011」の活用実態等に関する全国調査報告２報．第37回日本看護
科学学会学術集会，2017．
22．小川純子，飯岡由紀子，松岡千代，吉本照子，遠藤和子：臨地実習において配慮が必要な学生に対す
る教育上の調整に関するFDプログラムの開発．第37回日本看護科学学会学術集会，交流集会K25，
2017．
23．吉本照子，辻村真由子，長江弘子：新人訪問看護師育成プログラムの訪問看護事業所の教育力強化に
対する効果．第37回日本看護科学学会学術集会，2017．
〔報告書〕
＜2017年１月～３月＞
24．杉田由加里，井出成美，石川麻衣：生活習慣病予防に向けた保健指導質問票の作成．厚生労働科学研
究費補助金 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 系統的レビューとコホート研究に基
づく特定健診質問票の開発 平成28年度分担研究報告書，77„84，2017．
25．黒田久美子，吉本照子，和住淑子，野地有子，錢淑君，吉田澄恵：学士課程における看護実践能力と
卒業時到達目標の達成状況の検証・評価方法の開発 看護系大学における「到達目標2011」の活用実
態と背景要因の解明に関する全国調査報告書．平成28年度 文部科学省 大学における医療人養成の
在り方に関する調査研究受託事業 看護師等の卒業時等宅目標等に関する調査・研究，2017．
26．吉本照子，野地有子，手島恵，和住淑子，黒田久美子，錢淑君，佐藤奈保，杉田由加里，黒河内仙奈，
阿部恭子，吉田澄恵，井関千裕：平成28年度看護学教育ワークショップ報告書，2017．
＜2017年４月～12月＞
27．高橋在也，吉本照子，石丸美奈，長江弘子，坂井志麻，原沢のぞみ，小池愛弓，渡邉賢治，足立智孝，
清水直美，岩城典子，市民を対象としたエンド・オブ・ライフ教育のプログラム及び教材開発．公益
財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団 2015年度（後期）一般公募「在宅医療研究への助成」完了
報告書，2017．
28．吉田澄恵，吉本照子，和住淑子，野地有子，黒田久美子，錢淑君：大学における看護学教育の継続的
質改善（CQI）活動と背景要因に関する研究報告書，2017．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜2017年１月～３月＞
29．杉田由加里，井出成美，石川麻衣，池崎澄江，中山健夫：自治体の特定保健指導における特定健康診
査質問票の活用状況．千大看紀要，39，27„34，2017．
30．栁澤尚代，菅原京子，清水洋子，吉本照子：保健師活動の質向上に向けた保健師記録に関する文献的
考察及び課題，山形保健医療研究，20，1„10，2017．
－127－
千葉大学大学院看護学研究科紀要 第40号
＜2017年４月～12月＞
31．小熊亜希子，吉本照子，杉田由加里：介護老人保健施設における肺炎の罹患予防、発見、治療開始後
の取り組みと看護の課題．千葉看会誌，23（1），63„70，2017．
32．栁澤尚代，菅原京子，清水洋子，吉本照子：時代が求める！保健師記録の仕組みづくり（第１回） 地
域包括ケアの質を高める保健師記録の仕組みづくり 保健師記録をめぐる現状と連載のねらい，保健
師ジャーナル，73（10），856„863，2017．
33．清水洋子，波田野房枝，栁澤尚代，吉本照子，菅原京子：時代が求める！保健師記録の仕組みづくり
（第２回） （事例１）相模原市 記録の質保証を目指した取り組み，保健師ジャーナル，73（11），
944„950，2017．
34．吉本照子，池田裕子，藤崎京子，栁澤尚代，清水洋子，菅原京子：時代が求める！保健師記録の仕組
みづくり（第３回）長岡京市の取り組み 電子化記録の活用による母子保健サービスの質保証，保健
師ジャーナル，73（12），1042„1049，2017．
35．吉本照子，飯岡由紀子，小川純子，松岡千代，遠藤和子：「配慮が必要な学生」の学びにつなげる対
応 臨地実習における教育上の調整を考える 第12回（最終回） 学生の学びを促す対応に向けたFＤ
の考え方と試み，看護教育，58（12），1050„1056，2017．
本領域では主に，地域ケアシステムの機能向上に向けた行政保健師，訪問看護事業所等の看護管理者お
よび看護職者の考え方，役割行動および力量開発について研究教育を行っている．本年は，行政保健師の
力量開発について，保健指導技術（12，15，29），可視化技術（30，32„34）の観点から報告した．また，
介護保険施設のケアの質改善及び人材育成（1，2，5，14，31）について，実践者，修士課程修了生，博
士後期課程在籍者，研究生とともに報告した．
吉本は，「新人訪問看護師の実践力向上に向けた自己決定的学習を促す学習支援ツールの開発と検証」
（平成29年度科学研究費補助金（基盤研究（B）），研究代表者）に取り組み，開発した新人育成プログラム
の活用による訪問看護事業所の教育力向上（23）について報告した．また，看護実践研究指導センターに
おける，看護系大学の教育の継続的質改善モデルの開発、配慮が必要な学生に対する教員のFDプログラ
ム開発に取り組んだ（19„22，25，26，28，35）．
杉田は，厚労科学研究費補助金の研究分担者として，特定保健指導の問診の実態に関する調査研究（12，
24，29）について報告した．そして，研究代表者として，「自治体のミドルマネジャー保健師の役割行動
指針の作成と学習支援プログラムの構築」（平成29年度科学研究費補助金（基盤研究（B））に取り組み，
成果を報告し（4，6，13，18），調査を継続している．さらに，「後期高齢者の健康増進に向けた保健指導
におけるアセスメントガイドの作成」（平成29年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究））に取り組み，成
果を報告し（15），事例調査を継続している．研究分担者としては，予防活動の持続・発展のための地域
看護実践ガイドの開発（9）や大学間連携による保健師業務研究サポートについて報告した（7，8，10，
11）．
ケア施設看護システム管理学領域
〔原 著〕
＜2017年４月～12月＞
1． 山口多恵，酒井郁子，黒河内仙奈**：“アンラーニング”の概念分析．千葉看会誌，23(1)，1„10，
2017．
**2017年３月まで本研究科教員
2． Tomotaki A, Fukahori H, Sakai I，Kurokochi K**: The development and validation of the Eviden-
ce„Based Practice Questionnaire. Japanese version DOI: 10.1111/ijn.12617, 2017.
**2017年３月まで本研究科教員
3． Yoshida S, Matsushima M, Wakabayashi H, Mutai R, Murayama S, Hayashi T, Fujinuma, Y: Validity
and reliability of the Patient Centred Assessment Method for patient complexity and relationship with
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hosp i t a l l eng th o f s t ay : a p ro spe c t i v e coho r t s t udy . BMJ Open , 7 ( 5 ) , e016175 .
http://doi.org/10.1136/bmjopen„2017„016175.
4． Aoki T, Miyashita J, Yamamoto Y, Ikenoue T, Kise M, Fujinuma Y, Fukuhara, S: Patient experience
of primary care and advance care planning: a multicentre cross„sectional study in Japan. Family Prac-
tice, 34(2), 206„212, 2017.
5． Aoki T, Ikenoue T, Yamamoto Y, Kise M, Fujinuma Y, Fukuma S, Fukuhara S: Attributes of primary
care in relation to polypharmacy: a multicenter cross„sectional study in Japan. International Journal for
Quality in Health Care, 29(3), 378„383, 2017.
〔学会発表抄録〕
＜2017年４月～12月＞
6． 湯浅美千代，松岡千代，亀井智子，藤﨑あかり，京極真，酒井郁子：シンポジウム２：高齢者が最期
まで輝く人生を送るためのチームの力；老年専門職チーム医療における老年看護のコンピテンシーの
創造．急性期で高齢者をケアするチームに求められるミッション．日本老年看護学会第22回学術集会
抄録集，73，2017．
7． 呑香美佳子*，黒河内仙奈**，酒井郁子：急性期病院における身体拘束縮小の取り組みとその効果．
日本老年看護学会第22回学術集会抄録集，153，2017．
*2017年３月修士課程修了，**2017年３月まで本研究科教員
8． 柴田三奈子*，黒河内仙奈**，酒井郁子：地域包括ケアシステム構築にむけた自組織のエンドオブラ
イフケア体制の確立－エンドオブライフケア実践マニュアルの作成と評価，日本老年看護学会第22回
学術集会抄録集，165，2017．
*2017年３月修士課程修了，**2017年３月まで本研究科教員
9． Matsuoka C, Sakai I, Fukahori H, Kurokochi K**, Tomotaki A, Laura C: Promoting Evidence„Based
Practice Globally Evidence„Based Leadership Institute: A Model to Develop Nurse Leaders. 28TH IN-
TERNATIONAL NURSING RESEARCH CONGRESS, 2017.
**2017年３月まで本研究科教員
10．Takahashi Z, Ide N, Usui I, Baba Y, Fujinuma Y, Sakai I: Voices from students: Interprofessional com-
petencies and how first grade students catch them in the final report, Association for Medical Educa-
tion in Europe Conference, 2017.
11．Majima T, Sakai I, Asahina M, Ide N, Baba Y, Usui I, Ito S, Ikezaki S: Nursing Students’ Experience
of Clinical Interprofessional Education in the Intensive Care Unit, The 7th Hong Kong International
Nursing Forum, 2017.
12．杉本なおみ，酒井郁子，藤沼康樹，大西広高：医師・看護師間連携能力の鍵を握る「クリティカルポ
イント」事例．第９回日本ヘルスコミュニケーション学会学術集会プログラム・抄録集，23，2017．
13．菅原聡美*，酒井郁子，黒河内仙奈**：国立大学病院の看護師リーダーが必要とするコンピテンシー
獲得のための必要な支援と阻害する要因～看護師リーダーと管理者の認識．第21回日本看護管理学会
学術集会，255，2017．
*2017年３月博士後期課程修了，**2017年３月まで本研究科教員
14．小宮浩美*，酒井郁子，黒河内仙奈**：精神科の地域生活移行支援のためのエンパワーメントアプロー
チ・プロトコールの実践適用－アプリテーションのフィージビリティー．第21回日本看護管理学会学
術集会，268，2017．
*2017年３月博士後期課程修了，**2017年３月まで本研究科教員
15．井出成美，高橋在也，臼井いづみ，馬場由美子，藤沼康樹，酒井郁子：学生のIPS（Interprofessional
Socialization）の発展からみたIPE初期プログラムの計画－亥鼻IPE・STEP１における最終レポート
分析より－．第10回日本保健医療福祉連携教育学会，60，2017．
16．朝比奈真由美，黒河内仙奈**，酒井郁子，井出成美，関根祐子，伊藤彰一：クリニカルIPEに対する
臨床指導者からのフィードバック．医学教育，48巻Suppl，223，2017．
**2017年３月まで本研究科教員
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17．樋浦裕里*，酒井郁子，黒河内仙奈**：回復期リハビリテーション病棟の看護職と介護職間における
ＩＰＷ（Interprofessional Work）推進の取り組み－患者中心のリハビリテーション医療の提供をめざ
して－．日本リハビリテーション看護学会第29回学術大会，83，2017．
*2017年３月修士課程修了，**2017年３月まで本研究科教員
18．小宮浩美*，酒井郁子，黒河内仙奈**：精神科の地域生活移行支援のためのエンパワーメントアプロー
チ・プロトコールの実践適用の促進・阻害要因．第37回日看科学会学術集会，056„2，2017．
*2017年３月博士後期課程修了，**2017年３月まで本研究科教員
19．清水敬予，飯田直子，古谷房江，荒木暁子：人工関節置換術を行う患者へのパンフレットを用いた患
者指導方法の再検討．第35回千葉県看護研究学会，62„64，2017．
20．横山夕里子，鈴木智子，齋藤なをみ，林由季子，伊藤小百合，飯田直子，古谷房江，池畑久美子：多
職種によるミニカンファレンス導入と情報共有の効果～ミニカンファレンスの導入の取り組みとアン
ケート調査を実施して～．日本リハビリテーション看護学会第29回学術大会，61，2017．
21．藤沼康樹：専門医養成のための教育法と評価 ポートフォリオ基盤型学習を中心に．第19回日本在宅
医学会大会，106，2017．
〔単行書〕
＜2017年１月～３月＞
22．酒井郁子：ケアの根拠を、ことばにしよう! かたちにしよう! リハビリ病棟におけるEBP（根拠に基づ
く実践）の進め方（1）EBPを理解しよう．Rehabilitation nurse．10（1），メディカ出版，84„88，
2017．
23．酒井郁子：ケアの根拠を、ことばにしよう! かたちにしよう! リハビリ病棟におけるEBP（根拠に基づ
く実践）の進め方（2）回リハ病棟の特徴を理解してEBPを進めよう（1）改善テーマを見つける．
Rehabilitation nurse，メディカ出版，10（2），198„201，2017．
24．徳田安春，藤沼康樹：ジェネラリスト教育原論．カイ書林，2017．
＜2017年４月～12月＞
25．酒井郁子：ケアの根拠を、ことばにしよう! かたちにしよう! リハビリ病棟におけるEBP（根拠に基づ
く実践）の進め方（3）回リハ病棟の特徴を理解してEBPを進めよう（2）自分たちの組織を理解する．Re-
habilitation nurse，メディカ出版，10（3），300„303，2017．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜2017年１月～３月＞
26．杉本なおみ，酒井郁子，藤沼康樹，大西弘高：二職種間意思決定プロセスを円滑にする教育プログラ
ムの開発と評価 「医師・看護師間連携のクリティカルポイント」調査．保健医療福祉連携，10（1），
71，2017．
＜2017年４月～12月＞
27．酒井郁子：徹底討論!多職連携教育（IPE）は薬学に何をもたらすのか？医療職種教育に及ぼすIPEの
影響と薬剤師に期待すること 看護師の視点から．薬学雑誌，137（7），869„877，2017．
28．藤沼康樹：55歳からの家庭医療 明日から地域で働く技術とエビデンス（第４回）家庭医外来の構造
化 10 MINUTES CONSULTATION．総合診療（2188„8051），27（4），532„536，2017．
29．藤沼康樹：【プライマリ・ケアからみた糖尿病診療】 家庭医療学の原理から糖尿病診療を考える．糖
尿病（0021„437X），60（5），344„345，2017．
30．藤沼康樹：55歳からの家庭医療 明日から地域で働く技術とエビデンス（第５回）家庭医療における
「家族」 FAMILY in FAMILY MEDICINE．総合診療（2188„8051），27（5），674„678，2017．
31．藤沼康樹：55歳からの家庭医療 明日から地域で働く技術とエビデンス（第６回）家庭医療における
「家族」 DRAWING FAMILY GENOGRAM．総合診療（2188„8051），27（6），822„827，2017．
32．関正康，藤沼康樹，松島雅人，太田貴子，小此木英男，常喜達裕，三靖彦，大野岩男：「家庭医療ブ
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ラッシュアッププログラム」受講者の学習項目の検証．医学教育（0386„9644），48Suppl．240，
2017．
33．藤沼康樹：55歳からの家庭医療 明日から地域で働く技術とエビデンス（第７回）家庭医療における
「家族」 FAMILY THERAPY in PRIMARY CARE．総合診療（2188„8051），27（7），988„993，
2017．
34．藤沼康樹：55歳からの家庭医療 明日から地域で働く技術とエビデンス（第８回）家庭医の臨床診断
の技芸（JOY of DIAGNOSIS, revisited）DIAGNOSTIC ERROR in FAMILY MEDICINE．総合診療
（2188„8051），27（8），1129„1133，2017．
35．藤沼康樹：55歳からの家庭医療 明日から地域で働く技術とエビデンス（第９回）家庭医療診療所に
おける「チームワーク」 FAMILY MEDICINE and PRIMARY CARE MICROSYSTEM．総合診療
（2188„8051），27（9），1285„1289，2017．
36．藤沼康樹：55歳からの家庭医療 明日から地域で働く技術とエビデンス（第10回）家庭医療診療所に
おける「チームワーク」 DIVERSITY and TEAMWORK．総合診療（2188„8051），27（10），
1435„1439，2017．
〔講演・シンポジウム〕
＜2017年４月～12月＞
37．酒井郁子，西垣昌和，牧本清子，茅明子：第10回ＪＡＮＳセミナー 社会への貢献を組み立て実装す
る看護研究．日本看護科学学会 研究・学術情報委員会主催 第10回ＪＡＮＳセミナー，2017．
38．酒井郁子，吉富望，原尻賢司，宮﨑美砂子：パネルディスカッション１ 災害時の専門職連携におけ
るリーダーシップの開発と課題．第21回日本看護管理学会学術集会，144，2017．
39．小池智子，酒井郁子，福井小紀子，石田昌宏，伊達仁人：特別企画第２老年看護学における国際研究
部パネルディスカッション 看護の政策研究と実装の戦略．第21回日本看護管理学会学術集会，88，
2017．
40．酒井郁子，北川公子，深堀浩樹：老年看護政策検討委員会企画 認知症ケア加算がもたらした影響と
今後の展望．日本老年看護学会第22回学術集会，88，2017．
41．山本則子，酒井郁子，今野理恵，村山洋史，牧本清子，Younheekang：シンポジウム３：老年看護学
における国際研究．日本老年看護学会第22回学術集会抄録集，75，2017．
42．酒井郁子，原尻賢司，安村誠司，中山建夫：シンポジウム１ 市民・患者と多職種の連携：『共有価
値』の創造へ 災害時の専門職連携に必要な実践能力の獲得を目指した学習．第９回日本ヘルスコミ
ュニケーション学会学術集会プログラム・抄録集，10，2017．
43．井出成美，酒井郁子，高橋在也，臼井いづみ，馬場由美子，藤沼康樹：交流集会4 看護職と介護・
福祉職の対象理解における共通言語．千葉看第23回学術集会，61，2017．
44．酒井郁子：教育講演Ⅱ 専門職連携実践に求められる看護職としてのコンピテンシー．第19回日本救
急看護学会学術集会，79„80，2017．
45．酒井郁子：招聘講演INOHANA (Chiba) IPE's Development and Curriculum Management since
Start„up to the Present．Chiba University Experience in interprofessional education (IPE) and inter-
professional collaborative practice (IPCP) implementation，インドネシア大学，2017．
46．酒井郁子：教育講演Ⅱ 回復期リハビリテーション病棟における根拠に基づいた実践．日本リハビリ
テーション看護学会第29回学術集会，36„37，2017．
〔研究状況〕
ケア施設看護システム管理学では，回復期リハビリテーション病棟や介護保険施設，地域密着型居宅介
護事業所等の長期ケア施設における看護・介護システム管理，高齢脳卒中患者への看護，高齢者の生活リ
ズム調整，せん妄ケアに関する研究教育活動をおこなっている．平成29年度は修士課程大学院生８名，博
士後期課程大学院生４名，研究生２名となった．
酒井は，科学研究費補助金 基盤研究（A）（一般）回復期リハビリテーション病棟における高齢者ケア
EBP実装システムの開発（課題番号 15H02585）において，介入研究に取り組み，原稿執筆（22，23，
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25），学会における口演発表（9），講演（46），論文執筆（2）を行った．専門職連携教育（IPE）に関し
ては，看護学研究科附属専門職連携教育研究センター（IPERC）のセンター長として，講演・シンポジウ
ム（6，38，42，44，45），学会発表（15，16，43），および雑誌の執筆（27）を行った．せん妄ケアに関
するプロジェクトについては，IPERCプロジェクト研究として「特定機能病院における専門職連携実践の
構造とアウトカム研究」に継続して取り組んでいる．さらに，リハビリテーションに関する論文執筆（1），
学会発表（17）を行った．
ケア開発研究部
〔原 著〕
＜2017年１月～３月＞
1． 和住淑子，野地有子，黒田久美子，錢淑君，鈴木友子，北池正，吉本照子：看護学教育におけるFD
マザーマップの開発，千大看紀要，39，21„26，2017．
＜2017年４月～12月＞
2． Ariko Noji, Yuki Mochizuki, Akiko Nosaki, Dale Glaser, Lucia Gonzales, Akiko Mizobe, Katsuya Kan-
da: Evaluating cultural competence among Japanese clinical nurses: Analyses of a translated scale, In-
ternational Journal of Nursing Practice, 23 (supple. 1), Journal of Nursing and Human Sciences, 2017.
doi:10.1111/ijn12551.
〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
3． 野地有子，野崎章子，望月由紀，北池正，溝部昌子，菅田勝也：我が国の看護職のカルチュラル・コ
ンピテンス能力開発領域に関する研究～テキストマイニング分析から～，第７回日本看護評価学会学
術集会講演抄録集，41，2017．
4． 中村明日香，野地有子：手術室看護師が行う術後訪問の意義の検討，第７回日本看護評価学会学術集
会講演抄録集，42，2017．
5． Masako Mizuno, Mieko Masubuchi, Ariko Noji, Lucia Gonzales, Noriko Oshima, Mayumi tanii, Mika
Kokayu, Tomoko Hashizume: Discharge support for the acute care in Japan～Lessons learned from
Community„based Care Transitions Program in the US～, The 20th EAFONS, Hong Kong, 2017.
6． Yuki Mochizuki, Ariko Noji, Mari Kondo, Yukiko Iioka, Akiko Nosaki, Masae Nishiyama, Eiko Ooto-
mo, Manami Sakamoto, Daisuke Sumitani: Educational nursing application to cultivate cultural compe-
tence in Japan, The 20th EAFONS, Hong Kong, 2017.
7． Tomoko Hashizume, Kazuko Komori, Kaemi Ninomiya, Ariko Noji: Priorities for nursing managers in
conducting hospital support during the 2016 Kumamoto, Japan Earthquakes: Lessons learned from the
Japanese Red Cross Headquarters, The 20th EAFONS, Hong Kong, 2017.
8． Mika Kogayu, Masako Ozawa, Michiyo Kobayashi, Koji Kobayashi, Ariko Noji: Modifying and En-
hancing a Support Program for Newly Employed Nurses in a Small„scale Hospital, The 20th EAFONS,
Hong Kong, 2017.
9． Noriko Oshima, Ariko Noji: Health Promotion for New Employees: Focus on Nutrition and Exercise,
The 20th EAFONS, Hong Kong, 2017.
10．Mayumi Tanii, Hiromi Issiki, Koji Kobayashi, Ariko Noji: Multi„departmental, multidisciplinary action
research for creating a perioperative care pass to improve procedural efficiency and visualization of
perioperative nursing duties Case study from a Japanese acute care hospital, The 20th EAFONS, Hong
Kong, 2017.
11．Lucia Gonzales, Anne Koci, RoseMary Gee, Dale Glaser, Ariko Noji: Musings of biobehavioral resear-
chers in studying woman's religiousness globally, 2017 Conference on Medicine and Religion, Houston,
－132－
千葉大学大学院看護学研究科紀要 第40号
24th March, 2017.
＜2017年４月～12月＞
12．小林路世，小粥美香，小林康司，松本和史，野地有子，竹谷英之：成人血友病患者に対する疾患と治
療についての確認シートの活用，第39回日本血栓止血学会学術集会抄録集，252，2017．
13．小林路世，小粥美香，小林康司，松本和史，野地有子，竹谷英之：成人血友病患者に対する疾患と治
療についての確認シートの活用とセルフケア能力の評価，第39回日本血栓止血学会学術集会抄録集，
225，2017．
14．野地有子，小塚華子，野本尚子，佐藤由美，鶴岡裕太，岡本美孝：ICU病棟において看護師が管理栄
養士から学ぶべき視点と技術そして連携－救急領域の重症患者に対する栄養管理から－，第17回日本
健康・栄養システム学会誌，82，2017．
15．中野香名，山本実紗，野本尚子，野地有子，古川勝規，岡本美孝：急性期病院の管理栄養士病棟配置
体制における栄養管理時間の検討，第17回日本健康・栄養システム学会誌，80，2017．
16．谷井真弓，一色裕美，小粥美香，成田初子，久原みな代，小林康司，大島紀子，野地有子：周術期看
護の質向上の取り組み－周術期看護の業務の効率化と見える化－，第21回日本看護管理学会学術集会
抄録集，248，2017．
17．水野雅子，増渕美恵子，野地有子，大島紀子：急性期病院における退院支援に関する文献検討，第21
回日本看護管理学会学術集会抄録集，320，2017．
18．橋爪朋子，野地有子：災害看護教育の研修方法と効果測定に関する研究の動向，日本健康科学学会第
33回学術大会抄録集，211，2017．
19．野地有子，野崎章子，望月由紀，炭谷大輔：日本の病院看護師のカルチャラル・コンピテンスと属性
背景因子の関連，日本健康科学学会第33回学術大会抄録集，212，2017．
20．炭谷大輔，野地有子，野崎章子，望月由紀：外国人患者看護ケア能力向上に向けた看護職教育アプリ
開発，日本健康科学学会第33回学術大会抄録集，213，2017．
21．松田美智代，野地有子：インストラクショナル・デザインを活用した研修プログラムの開発と評価～
院内カンファレンス活性化に向けたファシリテーションスキルの習得～，日本健康科学学会第33回学
術大会抄録集，214，2017．
22．大島紀子，野地有子：新入社員に対する睡眠習慣と健康づくりに関する検討，日本健康科学学会第33
回学術大会，215，2017．
23．Masami Kase, Ariko Noji, Michiyo Matsuda: Nurses' Gathering Information of Patients' Life for
Post„discharge Support at an Acute Care Hospital, TNMC & WANS International Nursing Research
Conference 2017, Bangkok, Thailand, 20„22th, Oct, 2017.
24．Ariko Noji, Mari Kondo, Sayaka Kotera, Akiko Mizobe: Faculty Development for Global Education in
Nursing „Faculty members' positive experiences„, TNMC & WANS International Nursing Research
Conference 2017, Bangkok, Thailand, 20„22th, Oct, 2017.
25．Tomoko Hashizume, Kazuko Komori, Toru Hirokawa, Mitsuru Uekado, Hiroshi Ustunomiya, Satoshi
Katsuyama, Ariko Noji: Developing a Quentionnaire for a Factual of the Kumamoto Earthquake:
Working Toward a Hospital Supprt System, TNMC & WANS International Nursing Research Confer-
ence 2017, Bangkok, Thailand, 20„22th, Oct, 2017.
26．Noriko Oshima, Ariko Noji: Health promotion for new employees Needs assessment of dietary and ex-
ercise habits, TNMC & WANS International Nursing Research Conference 2017, Bangkok, Thailand,
20„22th, Oct, 2017.
27．Mika Kogayu, Michiyo Kobayashi, Kazuhumi Matsumoto, Koji Kobayashi, Hideyuki Takedani, Ariko
Noji: Support for adult patients with hemophilia from the lifecycle perspective ～Voices of hemophilia
nurses～, TNMC & WANS International Nursing Research Conference 2017, Bangkok, Thailand,
20„22th, Oct, 2017.
28．Masako Mizuno, Mieko Masubuchi, Ariko Noji: Literature review of discharge support at Japanese a-
cute care hospital, TNMC & WANS International Nursing Research Conference 2017, Bangkok,
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Thailand, 20„22th, Oct, 2017.
29．Akiko Nosaki, Ariko Noji: Difficulties in delivering nursing care to foreign patients among Japanese
nurses and their attributes: text mining approach, TNMC & WANS International Nursing Research
Conference 2017, Bangkok, Thailand, 20„22th, Oct, 2017.
30．野崎章子，野地有子：日本人看護師の外国人患者への看護ケア提供における困難と属性の関連：テキ
ストマイニング結果より，第37回日本看護科学学会学術集会電子抄録集，仙台，2017．
31．吉田澄恵，吉本照子，黒田久美子，和住淑子，野地有子，錢淑君，櫻井友子：全国の大学における看
護学教育の継続的質改善（CQI）活動の実態と促進要因，第37回日本看護科学学会学術集会電子抄録
集，仙台，2017．
32．野地有子，近藤麻理，小寺さやか，溝部昌子：グローバル時代の看護系大学におけるFDとキャリア
支援－国際活動委員会の教員の経験の展開から－，第37回日本看護科学学会学術集会電子抄録集，仙
台，2017．
33．和住淑子，吉本照子，吉田澄恵，野地有子，黒田久美子，錢淑君：看護系大学における教育の質改善
への取り組みの特徴と背景要因との関連，第37回日本看護科学学会学術集会電子抄録集，仙台，2017．
34．黒田久美子，吉田澄恵，櫻井友子，吉本照子，和住淑子，野地有子，錢淑君：看護学教育の質確保の
ための取り組みと課題－「到達目標2011」の活用実態等に関する全国調査報告２報，第37回日本看護
科学学会学術集会電子抄録集，仙台，2017．
35．黒田久美子，清水安子，内海香子，正木治恵，錢淑君：認知機能低下が生じた高齢インスリン療法患
者・家族への援助指針の開発．日本糖尿病教育・看護学会誌．21巻特別号，100，2017．
36．清水安子，内海香子，黒田久美子，脇幸子，中尾友美，吉田多紀，瀬戸奈津子，正木治恵：糖尿病患
者セルフケア能力測定ツールを看護実践に活用してみませんか．日本糖尿病教育・看護学会誌．21巻
特別号，104，2017．
37．青木美智子，高橋良幸，黒田久美子，正木治恵：自律神経障害を有する糖尿病患者が自分らしく生き
るプロセスを支える外来看護援助ガイドの作成．日本糖尿病教育・看護学会誌．21巻特別号，168，
2017．
38．森山美知子，任和子，黒田久美子，古賀明美，金子佳世，柳井田恭子，水野美華，肥後直子，古山景
子，飯田直子，高橋良幸，中元美恵：平成30年度診療報酬改訂と糖尿病腎症重症化予防の動き．日本
糖尿病教育・看護学会誌．21巻特別号，81，2017．
39．餘目千史，木下由美子，黒田久美子，森加苗愛：指定交流集会 研究ビギナーのための発表の基礎．
日本糖尿病教育・看護学会誌21巻特別号，80，2017．
〔報告書〕
＜2017年１月～３月＞
40．黒田久美子，吉本照子，和住淑子，野地有子，錢淑君，吉田澄恵：平成28年度文部科学省 大学にお
ける医療人養成の在り方に関する調査研究受託事業 看護師等の卒業時到達目標等に関する調査・研
究 学士課程における看護実践能力と卒業時到達目標の達成状況の検証と評価方法の開発 看護系大
学における「到達目標2011」の活用実態と背景要因に関する全国調査報告書，2017．
＜2017年４月～12月＞
41．吉田澄恵，吉本照子，和住淑子，野地有子，黒田久美子，錢淑君：大学における看護学教育の継続的
質改善（CQI）活動と背景要因に関する研究報告書，文部科学省特別経費（プロジェクト分）看護学
教育の継続的質改善（CQI: Continuous Quality Improvement）モデル開発と活用推進プロジェクト，
2017．
〔単行書〕
＜2017年１月～３月＞
42．野地有子：第10章公衆衛生看護の歴史，米国と英国の公衆衛生の発達と公衆衛生看護活動の歴史，標
準保健師講座，公衆衛生看護概論，医学書院，230„238，2017年３月１日発行第４版第４刷．
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〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜2017年１月～３月＞
（総説）
43．炭谷大輔，野地有子，大島紀子：我が国の保健医療福祉におけるゲーミフィケーションの活用と課題，
日本健康科学学会誌，33（1），51„61，2017．
（実践報告）
44．野地有子，Sally Brosz Hardin, Lucia Gonzales, Connie Curran：「看護の未来」にむけた国際共同教育
の実践，千大看紀要，39，51„57，2017．
45．柴山大賀，瀬戸奈津子，大原裕子，飯田直子，金子佳世，黒田久美子，田井さやか，照沼則子，任和
子，法月章子，畑中あかね，森加苗愛：わが国の看護師による外来での糖尿病の療養指導に対する診
療報酬の算定要望とその関連要因．日本糖尿病教育・看護学会誌，21（1），97„106，2017．
（その他）
46．「共同研究推進のための合同研究発表会」
野地有子，近藤麻理，小寺さやか，溝部昌子，炭谷大輔：グローバル人材育成と国際交流の推進に向
けたFD・SDに関する調査研究－看護系大学全国調査から－，千葉大学西千葉キャンパス，2017．
＜2017年４月～12月＞
（総説）
47．望月由紀，野地有子：文化ケアモデルの変遷にみるカルチュラル・セーフティ・ケアの要点～共感性
を手がかりに，日本健康科学学会誌，33（4），245„254，2017．
（資料）
48．野地有子，野崎章子，近藤麻理，飯島佐知子，小寺さやか，溝部昌子，金一東，中山健夫，宮坂勝之，
菅原浩幸：2017キックオフ国際シンポジウム診療ガイドラインの軌跡と未来形，“why and how”of
trustworthy clinical practice guidelines，1„16，2017.
〔招聘講演〕
＜2017年４月～12月＞
49．Ariko Noji, Akiko Nosaki, Dale Glaser, Lucia Gonzales: Classifications of cultural competence among
Clinical Nurses in Japan using Latent Profile Analysis, Dubai, UAE, November 06„07 2017.
〔シンポジウム〕
（主催）
＜2017年１月～３月＞
50．野地有子：Aged care and health ageing, The 20th EAFONS, Hong Kong, 2017．
＜2017年４月～12月＞
51．野地有子：キックオフ国際シンポジウム2017，聖路加国際大学 日野原ホール，2017．
（シンポジスト）
＜2017年４月～12月＞
52．野地有子：臨床における管理栄養士の役割－患者アウトカムを出すために看護管理の視点から：コア
業務とチーム医療－，第17回日本健康・栄養システム学会抄録集，33，2017．
53．野地有子：文化の多様性に配慮したケア提供のための看護ガイドライン開発に向けて，聖路加国際大
学 日野原ホール（大村進・美枝子記念聖路加臨床学術センター），2017．
54．野地有子：地域包括ケアと高齢者の栄養ケア・マネジメント－生涯にわたる食べることの支援－，第
39回日本臨床栄養学会総会プログラム・講演要旨集，146，2017．
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〔研究状況〕
本研究部は，専任教員，特任研究員，システム管理学専攻大学院生，研究生により構成されている．実
践センター事業として，看護学教育研究共同利用拠点の特別経費による教育関係共同実施分「看護学教育
の継続的質改善（Continuous Quality Improvement CQI）モデルの開発と活用促進」（H28～31年度）
（31，33，34，41），文部科学省委託事業「医療人養成の在り方に関する調査研究」（H27～29年度）につ
いてのプロジェクト研究に継続して取り組み，その一環として看護学教育ワークショップの企画実施およ
び報告書を編纂した．FDマザーマップ開発に関するFDコンテンツ開発にも引き続き取り組み，成果物を
順次センターHPに公開し，学会および報告書として公表し活用促進に尽力した（1，24，32）．センター
の独自事業である共同研究（ELNECほか），大学病院副看護部長研修その他SDおよびFD研修プロジェク
ト成果もHPおよび学会発表等を通して公表し，実践と教育研究をつなぐ活動を継続している（4，5，
7„10，12，13，16„18，21„23，25„28）．本研究科協定校のソウル国立大学（韓国），コンケーン大学（タ
イ王国）と連携し，看護学教育におけるFDおよび次世代のグローバル人材育成にむけた国際共同発表を
国際学会で実施し，継続的に学内・国内・国際的研究の拠点づくりを行っている（11，44，46，50）．
野地有子教授は，研究代表者として第１期平成25～28年度JSPS科研基盤（A）「アジア圏における看護
職の文化的能力の評価と能力開発・臨床応用に関する国際比較研究」を終了し（2，3，6，19，20，29，
30，47），引き続き第２期平成29～33年度JSPS科研基盤（A）「世界をリードするインバウンド医療展開
に向けた看護国際化ガイドライン」を開始した．診療ガイドライン開発の世界的リーダDr. Holger
Sch äunemann教授（マックマスター大学）はじめ国内外から講師を招聘し，日本医療機能評価機構Minds
との共催にて，キックオフ国際シンポジウムを開催した（48，53）．また研究成果を社会実装につなげる
ためのプラットフォームとして，アプリの開発を行っている（http://ancc.link/app）（6，20）．協定校米国
サンディエゴ大学との科研共同研究は，UAEドバイで開催された国際学会に招聘され講演を行った（49，
51）．平成29年度厚生労働省老人保健事業推進補助金「認知症対応型共同生活介護における栄養管理のあ
り方に関する調査研究事業」研究委員として，全国調査と政策提言を行った．本学医学部附属病院臨床栄
養部との共同研究である千葉NCM（Nutrition Care and Management）研究会を主催し，病院と地域をつ
なぐ栄養ケアマネジメントのシステムづくりの研究を継続した（14，15，52，54）．文化看護国際共同研
究センター推進室で発行している英文ジャーナルの編集委員を務めた．
黒田久美子准教授は，実践センターでの研究の他に，「認知機能低下が生じた高齢インスリン療法患者・
家族の援助指針の精錬と実装化」（基盤研究C）（研究代表者），「糖尿病患者セルフケア能力測定ツールを
活用した外来患者用ICT看護システムの開発」（基盤研究B）（研究分担者），「高齢者ケアの継続・連携に
関する質指標開発とシステム構築」（基盤研究A）（研究分担者）に取り組んでいる．その他，アジア開発
銀行老人看護プロジェクトの協力者として，中国医科大学第一附属病院で，研修立案の基盤となる理論，
評価に関する講義を行った．
炭谷大輔特任研究員は，野地科研第１期に引き続き，第２期の特任研究員としてアプリの開発を行った
（6，20）．専門のITにおけるゲーミフィケーションを，保健医療福祉へ応用するための知見をまとめ総説
を発表した（43）．
政策・教育開発研究部
〔原 著〕
＜2017年１月～３月＞
1． 和住淑子，野地有子，黒田久美子，錢 淑君，鈴木友子*，北池 正，吉本照子：看護学教育におけ
るＦＤマザーマップの開発．千大看紀要，39，21„26，2017．
*2016年３月まで本研究科特任助教
〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
2． Shu Chun Chien, Yoshiko Wazumi, Toshie Yamamoto, Takeshi Matsumoto, Takashi Maeda, Tomoko
－136－
千葉大学大学院看護学研究科紀要 第40号
Katagiri, Akiko Nagata, Fusako Kawabe: Program for promoting self„management of health status for
nursing students based on oriental concepts. Creating Healthy Work Environments„ The conference of
Sigma Theta Tau International Honor Society of Nursing. 18 March 2017, Indianapolis, Indiana USA.
3． Toshie Yamamoto, Shu Chun Chien, Takeshi Matsumoto, Yuka Kanai: Study of promoting health
management for nurses working at a highly advanced treatment medical center. Creating Healthy
Work Environments„ The conference of Sigma Theta Tau International Honor Society of Nursing. 18
March 2017, Indianapolis, Indiana USA.
＜2017年４月～12月＞
4． Yoshiko Wazumi, Toshie Yamamoto, Shu Chun Chien:‘Analogy’as methodology in solving modern
day problems by learning from F. Nightingale's work. The conference of Sigma Theta Tau Internation-
al Honor Society of Nursing. 27 July 2017, Dublin, Ireland.
5． 湯浅美千代，錢 淑君：エンドオブライフにおける文化的ケア－文化看護学会第８回学術集会 分科
会Ⅰ－．文化看護学会誌，9（1），2，2017．
6． 和住淑子，斉藤しのぶ：看護の大学教育進展の過程に見る「看護学の体系性」の自覚とその「社会的
認知」の変化．日本看護学教育学会誌第27巻（日本看護学教育学会第27回学術集会講演集），262，
2017．
7． 河部房子，和住淑子，錢 淑君：自己の看護実践体験に対する看護学生のリフレクションの特徴．日
本看護学教育学会誌第27巻（日本看護学教育学会第27回学術集会講演集），172，2017．
8． 丸山香織，片桐智子，錢 淑君，山岸仁美，戸田 肇，高橋幸子，河部房子，斉藤しのぶ，前田 隆：
統合実習の評価基準構築にむけた統合実習に関する文献の動向．日本看護学教育学会誌第27巻（日本
看護学教育学会第27回学術集会講演集），196，2017．
9． 片桐智子，丸山香織，錢 淑君，山岸仁美，戸田 肇，高橋幸子，河部房子，斉藤しのぶ，前田 隆：
「看護基礎教育課程における統合実習」実践事例その１：看護のアート＆サイエンスの育成を目指し
て．日本看護学教育学会誌第27巻（日本看護学教育学会第27回学術集会講演集），197，2017．
10．錢 淑君，片桐智子，丸山香織，山岸仁美，高橋幸子，河部房子，斉藤しのぶ，前田 隆：「看護基
礎教育課程における統合実習」実践事例の検討その２：ナースサイエンティストの育成を目指して．
日本看護学教育学会誌第27巻（日本看護学教育学会第27回学術集会講演集），197，2017．
11．高橋幸子，片桐智子，錢 淑君，山岸仁美，戸田 肇，河部房子，斉藤しのぶ，前田 隆，嘉手苅英
子：「看護基礎教育課程における統合実習」実践事例の検討その３：ナースサイエンティストの育成
を目指して．日本看護学教育学会誌第27巻（日本看護学教育学会第27回学術集会講演集），198，
2017．
12．和住淑子：ナイチンゲールの理論形成と英国産業革命．ナイチンゲール研究学会第38回研究懇談会，
2017．
13．吉田澄恵，吉本照子，黒田久美子，和住淑子，野地有子，錢 淑君，櫻井友子*：全国の大学におけ
る看護学教育の継続的質改善（CQI）活動の実態と促進要因．第37回日本看護科学学会学術集会電子
抄録集，2017．https://confit.atlas.jp/guide/event/jans37/proceedings/list
*2016年３月まで本研究科特任助教
14．黒田久美子，吉田澄恵，櫻井友子*，吉本照子，和住淑子，野地有子，錢 淑君：看護学教育の質確
保のための取り組みと課題－「到達目標2011」の活用実態等に関する全国調査報告２報．第37回日本
看護科学学会学術集会電子抄録集，2017．https://confit.atlas.jp/guide/event/jans37/proceedings/list
*2016年３月まで本研究科特任助教
15．和住淑子，吉本照子，吉田澄恵，野地有子，黒田久美子，錢 淑君：看護系大学における教育の質改
善への取り組みの特徴と背景要因との関連．第37回日本看護科学学会学術集会電子抄録集，2017．
https://confit.atlas.jp/guide/event/jans37/proceedings/list
16．坂本真南，辻守栄，和住淑子：ICU多職種チームにおける早期リハビリテーションの判断と介入に関
する実態調査．日本救急看護学会雑誌，19（3），267，2017．
17．今村恵美子，山内豊明：我が国のグローバルヘルス・コンピテンシー看護教育の現状と課題．第37回
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日本看護科学学会学術集会電子抄録集，2017．
https://confit.atlas.jp/guide/event/jans37/proceedings/list
〔報告書〕
＜2017年１月～３月＞
18．吉本照子，野地有子，手島 恵，和住淑子，黒田久美子，錢 淑君，佐藤奈保，杉田由加里，黒河内
仙奈*，阿部恭子**，吉田澄恵，井関千裕***：平成28年度 看護学教育研究共同利用拠点 看護学教
育ワークショップ報告書－卒業時到達目標の評価をどう行い、どう活かすか～大学改革時代における
看護学教育の継続的質改善への挑戦～．看護学教育研究共同利用拠点 千葉大学大学院看護学研究科
附属看護実践研究指導センター，2017．
*2017年３月まで本研究科教員，**2017年３月まで本研究科特任准教授，***2017年３月まで本研究
科特任助教
19．和住淑子，黒田久美子，高島尚美，飯岡由紀子，山本真実：「看護学教育におけるＦＤマザーマップ
の開発と大学間共同活用の促進」プロジェクト「看護学教育におけるＦＤマザーマップ」対応型ＦＤ
コンテンツ開発報告書 教員としての教育観とその背景にある組織のあり方を考える－学生への対応
に困った10事例を通して－．看護学教育研究共同利用拠点 千葉大学大学院看護学研究科附属看護実
践研究指導センター，2017．
20．吉本照子，野地有子，和住淑子，黒田久美子，錢 淑君，吉田澄恵：平成28年度 文部科学省 大学
における医療人養成の在り方に関する調査研究受託事業 看護師等の卒業時到達目標等に関する調
査・研究 学士課程における看護実践能力と卒業時到達目標の達成状況の検証・評価方法の開発 看
護系大学における「到達目標2011」の活用実態と背景要因の解明に関する全国調査 報告書．看護学
教育研究共同利用拠点 千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター，2017．
21．萱間真美，宮本千恵子，和住淑子，宮林郁子，高見沢恵美子，菅原京子，石橋みゆき，五十嵐ゆかり：
日本看護系大学協議会平成28年度事業活動報告書「看護学教育質向上委員会」．一般社団法人日本看
護系大学協議会，2017．
22．吉本照子，野地有子，和住淑子，黒田久美子，錢 淑君，赤沼智子，阿部恭子*，井関千裕**，吉田
澄恵：平成28年度看護実践研究指導センター年報．看護学教育研究共同利用拠点 千葉大学大学院看
護学研究科附属看護実践研究指導センター，2017．
*2017年３月まで本研究科特任准教授，*2017年３月まで本研究科特任助教
＜2017年４月～12月＞
23．吉田澄恵，吉本照子，和住淑子，野地有子，黒田久美子，錢 淑君：文部科学省特別経費（プロジェ
クト分）看護学教育の継続的質改善（CQI: Continuous Quality Improvement）モデル開発と活用促進
プロジェクト 大学における看護学教育の継続的質改善（CQI）活動と背景要因に関する研究報告書．
看護学教育研究共同利用拠点 千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター，2017．
〔研究状況〕
政策・教育開発研究部では，看護職者の役割の拡大や看護職者に寄せられる社会的ニーズにより効果的
に応えるための政策研究や，看護基礎教育と連動させた看護職者の生涯にわたる教育・人材・キャリア開
発のための研究を行っている．
和住は，看護実践研究指導センターが特別経費により平成27年度まで実施した「看護学教育におけるＦ
Ｄマザーマップの開発と大学間共同活用の促進」プロジェクトにおいて開発した「看護学教育におけるＦ
Ｄマザーマップ」の開発過程を，原著論文にまとめ発表するとともに，当該プロジェクトにおいて開発し
たＦＤコンテンツを公表した（1，19）．また，看護実践研究指導センターが特別経費により平成28年度よ
り取り組んでいる「看護学教育の継続的質改善（CQI: Continuous Quality Improvement）モデル開発と活
用促進プロジェクト」及び「文部科学省 大学における医療人養成の在り方に関する調査研究受託事業
看護師等の卒業時到達目標等に関する調査・研究 学士課程における看護実践能力と卒業時到達目標の達
成状況の検証・評価方法の開発」の両事業に中核的にかかわり，その研究成果を発表した（13，14，15，
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20，23）
さらに，自身が研究代表者を務める科学研究費補助金（基盤研究（B））「看護職の生涯にわたるキャリ
ア発達を支援する体系的研修プログラムの構築」を進めつつ，同時並行で看護高等教育政策に関する研究
を進め，その成果を学会発表した（4，6，12）．この他，和住は，現場の看護師らと共に，看護実践上の
課題を解明し解決するための看護実践研究を重ねている（16）．
錢は，研究代表者として，平成25-27年度に実施した科学研究費補助金（基盤研究（C））「看護学生の
「生活パターンと自覚症状の関係チャート」及び生活改善プロトコ－ルの開発」の研究成果として異なっ
た大学間の対象者について，地域性の特徴を含める比較分析を国際学会で発表した（2）．同じ学会におい
て，平成25-28年度に実施した科学研究費補助金（基盤研究（C））の研究分担者として，「高度先進医療施
設における東洋医学系統の診療科における外来看護の構築」の研究成果を発表した（3）．他の科学研究費
の研究分担者として，学生の実践事例から統合実習における看護実践能力と評価基準について，日本看護
学教育学会において，各大学の研究担当者と研究成果の発表を行った（8，9，10，11）．同学会にて，も
う一つの科学研究費の研究テーマ「自己の看護実践体験に対する看護学生のリフレクションの特徴」も発
表した．また，エンドオブライフにおける文化的ケア－文化看護学会第８回学術集会 分科会Ⅰにおいて，
台湾国立成功大学の実践の現状及び地域とのネットワークシステムについて発表を行った（5）．
今村は，平成29年度はスピリチュアリティ国際共同研究を継続すると同時に「我が国の国際保健・看護
コンピテンシー教育に関する調査研究」（科学研究助成〔基盤研究Ｃ〕，平成26～29年度，研究代表者 今
村恵美子）のデータ分析を完了し，日本看護学教育学会において研究成果の発表を行った（17）．この他
米国国際学会での発表が内諾され，2018年３月に研究成果を国外の研究者へ広く公表する予定である．
附属専門職連携教育研究センター（IPERC）
〔原 著〕
＜2017年１月～３月＞
1． 内田陽子，井出成美，小山晶子，桐生育恵，松井理恵，尾池久美子，亀ヶ谷忠彦，横山知行，佐藤由
美：認知症サポーター活動に関する実態と今後の課題 群馬県内への調査結果より，群馬保健学研究，
37巻，63„68，2017．
2． 杉田由加里，井出成美，石川麻衣，池崎澄江，中山健夫：自治体の特定保健指導における特定健康診
査質問票の活用状況，千葉大学大学院看護学研究科紀要，39号，27„34，2017．
＜2017年４月～12月＞
3． 高橋在也：心の傷の時代における芸術の再解釈－ジョルジュ・ルオーを例に－，総合人間学研究，11，
131„140，2017．
〔学会発表抄録〕
＜2017年１月～３月＞
4． 天井響子，山口一大：思春期の子どもが持つ「地域の居場所」に対するニーズの多様性とその背景，
日本発達心理学会第28回大会（広島大学），2017．
＜2017年４月～12月＞
5． 朝比奈真由美，黒河内仙奈，酒井郁子，井出成美，関根祐子，伊藤彰一：クリニカルIPEに対する臨
床指導者からのフィードバック，医学教育，48巻Suppl., 223, 2017.
6． Takahashi Z., Ide N., Usui I., Baba Y., Fujinuma Y. & Sakai I.: Voices from students: Interprofessional
competencies and how first grade students catch them in the final report, Association for Medical Edu-
cation in Europe Conference, 2017.
7． 井出成美，高橋在也，臼井いづみ，馬場由美子，藤沼康樹，酒井郁子：学生のIPS（Interprofessional
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Socialization）の発展からみたIPE初期プログラムの評価－亥鼻IPE/Step１における最終レポート分
析より－，第10回日本保健医療福祉連携教育学会学術集会プログラム・抄録集，60，2017．
8． 井出成美，酒井郁子，高橋在也，臼井いづみ，馬場由美子，藤沼康樹: 看護職と介護・福祉職の対象
理解における共通言語，千葉看護学会第23回学術集会抄録集，61，2017．
9． 高橋在也，足立智孝，清水直美ほか：市民に対するエンドオブライフケア教育プログラムの影響，日
本エンドオブライフケア学会第１回学術集会抄録集，36，2017．
10．高橋在也：宮沢賢治と高橋元吉，宮沢賢治学会第27回定例大会プログラム集，4，2017．
11．久保田健太郎，石丸美奈，大塚眞理子，井出成美：住民・大学・行政のパートナーシップによる「我
が事・丸ごと」の地域づくり，日本公衆雑誌，64巻10号特別付録，455，2017．
12．杉田由加里，井出成美，石川麻衣，石川みどり：後期高齢者の健康増進に向けた保健指導におけるア
セスメント，日本公衆雑誌，64巻10号特別付録，511，2017．
13．Majima T, Sakai I, Asahina M, Ide N, Baba Y, Usui I, Ito S, Ikezaki S: Nursing Students’Experience
of Clinical Interprofessional Education in the Intensive Care Unit, The 7th Hong Kong International
Nursing Forum, 2017.
14．天井響子：青年期前期における援助要請結果期待尺度作成の試み大学生を対象とした回顧的インタビ
ュー調査，日本教育心理学会第59回総会（名古屋大学），2017．
〔報告書〕
＜2017年１月～３月＞
15．酒井郁子，井出成美，藤沼康樹*，高橋在也，臼井いづみ，馬場由美子，山田響子，吉岡智子ほか編:
文部科学省国立大学改革強化促進補助金 千葉大学大学院看護学研究科附属専門職連携教育研究セン
ター 平成28年度事業報告書，2017．
16．高橋在也：市民を対象としたエンド・オブ・ライフ教育のプログラム及び教材開発，公益財団法人在
宅医療助成勇美記念財団，2015 年度（後期）一般公募「在宅医療研究への助成」完了報告書，2017．
〔単行書〕
＜2017年１月～３月＞
17．徳田安春，藤沼康樹*：ジェネラリスト教育原論．カイ書林，2017．
18．井出成美，：地域住民の相互の助け合い強化によるまちづくり．宮﨑美砂子・北山三津子・春山早苗・
田村須賀子編『最新公衆衛生看護学 総論 第２版』日本看護協会出版会，326„330，2017．
*印の教員は，平成29年３月末に退職した教員を示す．
〔研究状況〕
医療者の多職種連携能力を測定する尺度「CICS29」が開発され，多職種連携ケアの専門学術雑誌であ
るJournal of Interprofessional Careに昨年末に掲載されたことで（Sakai et al., 2016），国内外からの多職
種連携能力に関する研究関心・認知度が高まった．CICSの研究利用依頼は，2017年中に国外３件，国内
９件があった．「CICS29」は，2016年度より卒業前学生調査のアンケート項目として採用している．今年
度も，2018年３月に，卒業前の学生を対象としたアンケート調査を実施予定である．
連携能力の発展には，学習者がすでに内在している自職種・他職種への社会的偏見を溶かし，多職種に
開かれた職業アイデンティティの獲得が不可欠とされる（Khalili et al., 2013）．最も社会的偏見を持って
いると予測される初年次学生のIPE効果の測定が重要と考え，1）初年度の学習目標の学生による意識化の
分析，2）その過程で価値変容がいかに起こってきたかの分析を実施し，国内外の学会で発表した（学会
発表抄録 5，6）．両研究共に，対象サンプル数を拡充して再分析・論文化を検討している．
亥鼻IPEの前後での学生への教育効果に関しては，学生のとらえる看護師のイメージの変化の学部間比
較研究（質的分析）を推進中である．2018年４月のACiNE（アジア看護教育会議）で口演発表予定であ
る．学生の卒業時の連携能力調査（CICS29による量的分析）の結果と比較検討することで，連携能力の
獲得と，職種イメージの具体的把握の連関について仮説を得られることが期待できる．
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また，試行プロジェクトである臨床参加型IPE（クリニカルIPE）の評価研究として，2015-17年のあい
だに参加した学生・教員のレポートを素材とした質的分析研究を推進中である．これについても，上述の
2018年４月のACiNEで口演発表予定である．
看護学教育CQIモデル開発と活用推進
〔学会発表抄録〕
＜2017年４月～12月＞
1． 黒田久美子，吉田澄恵，櫻井友子*，吉本照子，和住淑子，野地有子，錢淑君：看護学教育の質確保
のための取り組みと課題－「到達目標2011」の活用実態等に関する全国調査報告２報，第37回日本看
護科学学会学術集会予稿集PDF．2017．http://convention.jtbcom.co.jp/jans37/ 最終アクセス
20171221
*2016年３月まで千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践センター
2． 和住淑子，吉本照子，吉田澄恵，野地有子，黒田久美子，錢淑君：看護系大学における教育の質改善
への取り組みの特徴と背景要因との関連，第37回日本看護科学学会学術集会予稿集PDF．2017．
http://convention.jtbcom.co.jp/ja 最終アクセス20171221ns37/ 最終アクセス20171221
3． 吉田澄恵，吉本照子，黒田久美子，和住淑子，野地有子，錢淑君，櫻井友子*：全国の大学における
看護学教育の継続的質改善（CQI）活動の実態と促進要因．第37回日本看護科学学会学術集会予稿集
PDF．2017．http://convention.jtbcom.co.jp/jans37/ 最終アクセス20171221
*2016年３月まで千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践センター
〔報告書〕
＜2017年１月～３月＞
1． 黒田久美子，吉本照子，和住淑子，野地有子，錢淑君，吉田澄恵：看護師等の卒業時到達目標等に関
する調査・研究．学士課程における看護実践能力と卒業時到達目標の達成状況の検証・評価方法の開
発．看護系大学における「到達目標2011」の活用実態と背景要因の解明に関する全国調査報告書，平
成28年度文部科学省大学における医療人養成の在り方に関する調査研究受託事業，2017．
＜2017年４月～12月＞
2． 吉田澄恵，吉本照子，和住淑子，野地有子，黒田久美子，錢淑君：文部科学省特別経費（プロジェク
ト分）．看護学教育の継続的質改善（CQI: Continuous Quality Improvement）モデル開発と活用推進
プロジェクト，大学における看護学教育の継続的質改善（CQI）活動と背景要因に関する研究報告書，
2017．
〔研究状況〕
本事業は，「全看護系大学が看護職への社会的要請の変化に即して自律的に教育の質を保証するために，
看護学教育の継続的質改善（CQI: Continuous Quality Improvement）モデルの開発と活用推進により，支
援体制を構築する」ことを目的に，平成28年度から平成31年度の４年間，看護学教育研究拠点の事業とし
て着手している．
平成29年度は，第１期＜看護学教育のCQIモデル開発のための実態解明＞から，第２期＜看護学教育の
CQIモデルの開発と洗練およびネットワーク型CQI支援体制の準備＞の移行期である．主な成果として，
平成28年度末に実施した看護系大学のCQI活動と背景要因に関する全国調査結果をまとめ，平成29年度看
護学教育ワークショップおよび第37回日本看護科学学会で発表した．また，各看護系大学から依頼を受け
て対応する個別CQI支援を実施し，FDマザーマップ活用型のFDコンサルテーションや，分野を超えた教
員で取り組む授業改善への支援，学生対応を教育の質改善につなげるFD研修，実習施設や行政保健師を
対象としたFD研修企画の支援などを実施した．
CQI推進者向けの事業として開催した平成29年度看護学教育ワークショップは，昨年度のワークショッ
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プ成果「CQIを推進するのは自分たちである」という役割認識を発展させ，『看護学教育の自律的・継続的
質改善（CQI）の戦略を練る』というテーマで，＜講演と公開討論会の部＞，＜グループ討議と成果共有
の部＞の２部構成で開催した．＜講演と公開討論会の部＞は，105機関153名，全日程は65大学67名の参
加であった．
また，例年通り，国公私立大学病院副看護部長研修，看護学教育指導者研修，看護管理者研修を開催し，
あわせて，今年度から新たに，看護系大学FD企画者研修を企画し実施した．
その他，平成29年度は，文部科学省委託事業（平成27～29年度）「医療人養成の在り方に関する調査研
究」の最終年度である．本研究プロジェクトでは，文部科学省から2011年（平成23年３月）に示された
「学士課程においてコアとなる看護実践能力と卒業時到達目標」（以下，『到達目標2011』）という外部指針
を，看護系大学が，自大学の教育の質保証・質改善のために，どのように活用しているのか，活用できる
のかを見出した．これまでに，4つの研究を実施した（①『到達目標2011』の活用実態と背景要因に関す
る全国調査（平成27-28年度），②『到達目標2011』活用や教育の質改善に関する後ろ向き事例研究（平成
28-29年度），③『到達目標2011』活用や教育の質改善に関する前向き事例研究（平成28-29年度）④看護
学教育ワークショップ参加後の到達目標2011の活用を含む各看護系大学の取り組み状況等に関するweb調
査（平成29年度））．平成29年度は，これらの成果を統合し，看護学教育ワークショップでの全国看護系大
学との交流，専門家会議での検討を経て，『「自大学の卒業時到達目標」の達成度を評価するとは』につい
て提言をまとめ，パンフレット作成に着手している（平成30年３月発刊予定）．
加えて，大学教育イノベーション日本のネットワークを通じた国内のCQI支援の取り組みについて情報
収集し，日本看護系大学協議会（JANPU）や日本看護学教育評価機構（仮）との連携体制の準備を開始
している．
そして，看護学教育のCQIを推進するには，多種多彩なCQI支援ニーズに応じるネットワーク型CQI拠
点形成が必要であることがわかり，CQIに関わる情報発信力を高めるため，当センターのホームページを
改築し，拠点インフォメーションメールを発足させた．これらをもとに，現在，看護学教育のCQIモデル
試案を検討している．
文化看護国際共同研究センター
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〔研究状況〕
文化看護国際共同研究センターは2010年，COEプログラム「日本文化型看護学の創出・国際発信拠点」
の成果を基に，文化を基礎とした看護を研究するため設立された．本年は５月に英語ジャーナルJournal
of Nursing and Human Sciences Vol.６を発刊し，10月以降はVol.７の発刊へ向けてコンサルテーションの
提供、及び編集作業を行っている．また看護研究科の教員・学生を対象に文化看護に関する文献の精読会
を週１回定期的に開催している．2017年10月30日～11月11日に本学客員教授であり，ジャーナル編集長
でもあるMary G. Umlauf教授を招聘し，論文のコンサルテーションや大学院生のプルポーザル作成のため
の教育相談などを行った．
（構成員：Mary G. Umlauf客員教授，正木治恵教授，野地有子教授，錢淑君准教授，望月由紀特任准教授）
